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周防大島町告示第100号 

 令和６年第３回周防大島町議会定例会を次のとおり招集する 

    令和６年８月26日 

                              周防大島町長 藤本 淨孝 

１ 期 日  令和６年９月３日 

２ 場 所  大島庁舎議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

山中 正樹君          栄本 忠嗣君 

白鳥 法子君          竹田 茂伸君 

山根 耕治君          岡﨑 裕一君 

田中 豊文君          新田 健介君 

吉村  忍君          尾元  武君 

荒川 政義君          久保 雅己君 

小田 貞利君                 

───────────────────────────── 

○９月18日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月20日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

令和６年 第３回（定例）周 防 大 島 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             令和６年９月３日（火曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                         令和６年９月３日 午前９時30分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告並びに提案理由の説明 

 日程第５ 報告第１号 放棄した債権の報告について 

 日程第６ 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第７ 諮問第２号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第８ 諮問第３号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第９ 諮問第４号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第10 同意第１号 周防大島町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第11 認定第１号 令和５年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第12 認定第２号 令和５年度周防大島町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 日程第13 認定第３号 令和５年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第14 認定第４号 令和５年度周防大島町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第15 認定第５号 令和５年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第16 認定第６号 令和５年度周防大島町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定に

ついて 

 日程第17 認定第７号 令和５年度周防大島町下水道事業特別会計決算の認定について 

 日程第18 認定第８号 令和５年度周防大島町病院事業特別会計決算の認定について 

 日程第19 議案第１号 令和６年度周防大島町一般会計補正予算（第２号）（質疑・討論・採

決） 

 日程第20 議案第２号 令和６年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

（質疑・討論・採決） 
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 日程第21 議案第３号 令和６年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

（質疑・討論・採決） 

 日程第22 議案第４号 令和６年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）（質

疑・討論・採決） 

 日程第23 議案第５号 令和６年度周防大島町病院事業特別会計補正予算（第１号）（質疑・

討論・採決） 

 日程第24 議案第６号 周防大島町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正につ

いて 

 日程第25 議案第７号 周防大島町国民健康保険条例の一部改正について 

 日程第26 議案第８号 周防大島町陸奥野営場設置条例の一部改正について 

 日程第27 議案第９号 周防大島町立陸奥記念館設置条例の一部改正について 

 日程第28 議案第10号 周防大島町なぎさ水族館設置条例の一部改正について 

 日程第29 議案第11号 柳井地域広域水道企業団の共同処理する事務の変更及び規約の変更に

ついて 

 日程第30 議案第12号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（質疑・討論・採決） 

 日程第31 議案第13号 動産の買入れについて（令和６年度 可搬消防ポンプ） 

 日程第32 議案第14号 動産の買入れについて（令和６年度 周防大島町立図書館システム機

器） 

 日程第33 議案第15号 令和６年度 道の駅サザンセトとうわトイレ棟等新設及び改修工事

（建築工事）の請負契約の締結について 

 日程第34 議案第16号 令和６年度 長浦スポーツ海浜スクエア多目的グラウンド人工芝改修

工事の請負契約の締結について（質疑・討論・採決） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告並びに提案理由の説明 

 日程第５ 報告第１号 放棄した債権の報告について 

 日程第６ 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第７ 諮問第２号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 
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 日程第８ 諮問第３号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第９ 諮問第４号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第10 同意第１号 周防大島町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第11 認定第１号 令和５年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第12 認定第２号 令和５年度周防大島町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 日程第13 認定第３号 令和５年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第14 認定第４号 令和５年度周防大島町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第15 認定第５号 令和５年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第16 認定第６号 令和５年度周防大島町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定に

ついて 

 日程第17 認定第７号 令和５年度周防大島町下水道事業特別会計決算の認定について 

 日程第18 認定第８号 令和５年度周防大島町病院事業特別会計決算の認定について 

 日程第19 議案第１号 令和６年度周防大島町一般会計補正予算（第２号）（質疑・討論・採

決） 

 日程第20 議案第２号 令和６年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

（質疑・討論・採決） 

 日程第21 議案第３号 令和６年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

（質疑・討論・採決） 

 日程第22 議案第４号 令和６年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）（質

疑・討論・採決） 

 日程第23 議案第５号 令和６年度周防大島町病院事業特別会計補正予算（第１号）（質疑・

討論・採決） 

 日程第24 議案第６号 周防大島町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正につ

いて 

 日程第25 議案第７号 周防大島町国民健康保険条例の一部改正について 

 日程第26 議案第８号 周防大島町陸奥野営場設置条例の一部改正について 

 日程第27 議案第９号 周防大島町立陸奥記念館設置条例の一部改正について 

 日程第28 議案第10号 周防大島町なぎさ水族館設置条例の一部改正について 
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 日程第29 議案第11号 柳井地域広域水道企業団の共同処理する事務の変更及び規約の変更に

ついて 

 日程第30 議案第12号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（質疑・討論・採決） 

 日程第31 議案第13号 動産の買入れについて（令和６年度 可搬消防ポンプ） 

 日程第32 議案第14号 動産の買入れについて（令和６年度 周防大島町立図書館システム機

器） 

 日程第33 議案第15号 令和６年度 道の駅サザンセトとうわトイレ棟等新設及び改修工事

（建築工事）の請負契約の締結について 

 日程第34 議案第16号 令和６年度 長浦スポーツ海浜スクエア多目的グラウンド人工芝改修

工事の請負契約の締結について（質疑・討論・採決） 

────────────────────────────── 

出席議員（13名） 

１番 山中 正樹君       ２番 栄本 忠嗣君 

３番 白鳥 法子君       ４番 竹田 茂伸君 

５番 山根 耕治君       ６番 岡﨑 裕一君 

８番 田中 豊文君       ９番 新田 健介君 

10番 吉村  忍君       11番 尾元  武君 

12番 荒川 政義君       13番 久保 雅己君 

14番 小田 貞利君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 池永祐美子君     議事課長 林  祐子君 

書  記 末武 良浩君                 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 藤本 淨孝君   代表監査委員 ………… 大原 秀三君 

副町長 ………………… 岡村 春雄君   教育長 ………………… 星野 朋啓君 

病院事業管理者 ……… 石原 得博君   総務部長 ……………… 中元 辰也君 
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産業建設環境部長 …… 瀬川 洋介君   健康福祉部長 ………… 中村 晴彦君 

上下水道部長 ………… 藤本 倫夫君   統括総合支所長 ……… 松村  浩君 

会計管理者兼会計課長 ……………………………………………………… 江本 達志君 

教育次長 ……………… 木谷  学君   病院事業局総務部長 … 山中 茂雄君 

総務課長 ……………… 梅木 義弘君   財務課長 ……………… 岡原 伸二君 

財務課副課長 ………… 佐原 正幸君   社会教育課長 ………… 山根 一夫君 

病院事業局財政課長 … 岬崎 真也君                      

────────────────────────────── 

午前９時30分開会 

○議長（小田 貞利君）  改めまして、おはようございます。 

 ただいまから令和６年第３回周防大島町議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあるとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（小田 貞利君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期定例会の署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、８番、田中豊文議員、９番、新

田健介議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（小田 貞利君）  日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。今期定例会の会期は、去る８月２６日開催の議会運営委員会において協議の結

果、お手元に配付してある会期日程のとおり、本日から９月２０日までの１８日間としたいと思

います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、お手元に配付して

ある会期日程のとおり、本日から９月２０日までの１８日間とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（小田 貞利君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 それでは、本年６月定例会以降の諸般について御報告をいたします。 

 まず、本日までに議会に提出されております文書について、地方自治法の規定に基づき、監査
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委員より例月現金出納検査（６月・７月実施分）の結果の報告がありましたので、お手元にその

写しを配付しております。 

 なお、陳情・要望につきましては、受理したものはございません。 

 次に、要望活動について御報告をいたします。 

 令和６年７月２９日に、岩国大竹道路及び岩国柳井間バイパスの建設促進について、国土交通

省、財務省並びに関係する国会議員に対し、強く要望活動を行ってまいりました。 

 次に、系統議長会関係についてでございます。 

 まず、柳井広域の関係では、令和６年７月５日に開催された柳井地区広域消防組合議会第１回

臨時会へ吉村議員と久保議員が出席。 

 また、令和６年７月１０日に開催された第２３回柳井地区広域市町議会議員研修会には本町議

会から９名の議員が出席し、総務省統計研究研修所の長尾伸一統計技術研究官の地方議会におけ

るＥＢＰＭの推進についての説明を聞きながら、政府統計の窓口ｅ-Ｓｔａｔの統計データを探

し活用する方法を学びました。 

 令和６年７月１８日に開催された柳井地域広域水道企業団議会第１回臨時会へ竹田議員と山根

議員が出席しております。 

 次に、山口県の関係について、令和６年７月２日に招集された山口県町議会議長会定例会では、

令和５年度の事業報告及び歳入歳出決算を審議し、全会一致で認定されました。また、議員報酬

の適正化に関する決議について審議し、挙手全員で決定されました。なお、この決議に対する周

知につきましては、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓへ掲載しております。 

 閉会後に開催された山口県離島振興市町議会議長会第１回臨時会においても、令和５年度の事

業報告及び歳入歳出決算を審議し、全会一致で認定されました。 

 続いて、令和６年７月３日から令和６年７月５日にかけて、山口県離島振興市町議会議長会の

令和６年度離島地域行政視察を新潟県佐渡市で行い、離島活性化交付金を活用した（滞在型観

光）事業で、アドベンチャーツーリズム、ナイトツーリズム等の交流促進を行ったお話を拝聴い

たしました。 

 また、令和６年８月２０日には、セントコア山口で町議会広報研修会が開催され、本町議会か

らは議会広報編集特別委員会の４名が参加をいたしました。講師には、議会広報のファシリテー

ターで熊本大学客員教授の越地真一郎氏をお迎えし、「そろそろ化けませんか！～創意・工夫の

取り組みに学ぶ～」と題した講演を拝聴し、グループに分かれた研修を行ったようです。本町の

議会広報誌は、内容も充実、総体的に各所に工夫が見られ、大変質が高いと認識しております。

発行に至るまでの編集作業は大変でございますが、今後ともよろしくお願いをいたします。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 
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────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告並びに提案理由の説明 

○議長（小田 貞利君）  日程第４、行政報告並びに提案理由の説明に入ります。 

 町長から行政報告並びに提案理由の説明を求めます。藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  皆様、おはようございます。本日は、令和６年第３回周防大島町議会定

例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては、御多忙の折にもかかわりませず御

参集を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 はじめに、このたびの台風第１０号に対する本町の対応等について申し上げます。 

 台風第１０号は、令和６年８月２９日から令和６年８月３１日にかけて九州から中国地方に接

近し、九州を中心に広い範囲で暴風と大雨となり、全国各地で甚大な被害をもたらしました。 

 本町においては、令和６年８月２８日に災害対策本部員による各部署の対応等について協議を

行い、町民の皆様へは、防災メール、防災行政無線等で注意喚起等を行ったところでございます。 

 令和６年８月２９日には、下関気象台より波浪警報が発表されたことに伴い、本町では第２警

戒体制をとり、自主避難所を１０時に開所いたしました。１２時４１分には暴風警報、１３時

５４分には洪水警報が発表され、本町では１５時に高齢者等避難を発令いたしました。 

 今回の台風第１０号で避難所へ避難された方は、最大で４４世帯５３名の方が避難されたとこ

ろであります。 

 令和６年８月３０日には、洪水警報、暴風・波浪警報がそれぞれ解除され、避難所も１７時に

は閉所いたしました。 

 全国各地で甚大な被害をもたらしました台風第１０号は、本町においては倒木などの被害・災

害はございましたが、現時点ではおかげさまで大きな被害はないと認識をしております。 

 ９月は台風の発生が多くなることが想定されることから、本町においても万全な体制をとり、

しっかりと町民の皆様の安心・安全につなげてまいります。 

 それでは、提案理由の説明に先立ち、行政報告を４件申し上げます。 

 まず１件目は、新型コロナウイルス感染症関連について御報告いたします。 

 現在、全国的に８月はじめより新型コロナウイルス感染者は減少しておりますが、お盆の帰省

や旅行等、人の移動による影響で再流行が懸念されており住民の皆様には御心配をおかけしてお

ります。 

 また、新型コロナワクチン接種につきましては、国の方針に基づき、令和６年４月以降は季節

性インフルエンザワクチンと同様に、予防接種法のＢ類疾病に位置付けられ、令和６年１０月か

ら定期接種として実施されます。対象者は、６５歳以上の方及び６０歳以上６４歳未満の方のう

ち、心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活が極度に制限される方、ヒト
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免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能な方です。 

 なお、今年度の自己負担は２,１００円で実施いたします。詳細につきましては、令和６年度

高齢者インフルエンザ予防接種・新型コロナウイルス感染症予防接種の実施についてのチラシを

今月の広報配布時に全戸配布し、周知をしたいと考えております。 

 続いて、２件目は、米軍岩国基地関連について御報告いたします。 

 去る令和６年６月１３日に、村岡山口県知事と柳居山口県議会議長による防衛省要望が防衛省

において行われました。今回の要望では、これまで継続して要望しております空母艦載機移駐後

の状況を踏まえた安心・安全対策、岩国基地周辺地域の負担と国防への貢献を踏まえた地域振興

策の確実な実施について重点的に要望するとともに、米空母艦載機部隊配備特別交付金制度及び

再編関連特別地域整備事業いわゆる県交付金でありますけれども、こちらについて継続かつ確実

な予算措置と制度の運用改善の要望が行われております。 

 次に、令和６年８月９日には、県並びに岩国基地周辺の２市２町（岩国市・柳井市・和木町・

周防大島町）で構成をする山口県基地関係県市町連絡協議会として、中国四国防衛局に対し、騒

音対策の強化や事件・事故防止等の安心・安全対策に関する要望や地域振興策に関する要望、こ

ちらを行ったところでございます。 

 また、令和６年７月に、在日米軍施設における戦闘機にかかる態勢の更新と第５空母航空団の

機種更新が発表され、令和６年７月１５日に、防衛省と外務省による説明が岩国市と山口県に対

してそれぞれの庁舎で行われました。私も県庁での説明会に参加し、村岡山口県知事、柳居山口

県議会議長、和木町の田中副町長とともに説明を受けました。 

 その後、令和６年７月２２日付で、中国四国防衛局長に対して、山口県・岩国市・和木町・周

防大島町の連名で文書による照会を行い、令和６年８月２０日付で回答書を受領いたしました。 

 また、令和６年８月２６日には、周防大島町議会全員協議会において、中国四国防衛局の有賀

企画部長様より御説明いただくとともに、質疑や意見交換を行っていただいたところでございま

す。 

 以上を踏まえまして、令和６年８月２８日に、周防大島町の対応として、容認することについ

てはやむを得ないと判断をいたしました。しかしながら、このたびの機種更新等において、国内

初となるＣＭＶ─２２オスプレイが岩国基地に配備されることにつきましては、機体構造や基本

性能が同一とされるＭＶ─２２オスプレイやＣＶ─２２オスプレイによる過去の重大事故により、

不安を抱く住民も少なくないことから、事故原因や安全対策などの詳細な情報公開を強く求めて

まいります。 

 以上のとおり、米軍岩国基地に関する状況等について御報告申し上げましたが、今後も継続し

て議会へ報告するとともに、県及び関係市町と連携して町民の安心・安全の確保に努めてまいり
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ます。 

 ３件目は、柳井地域の水道事業の広域化について御報告をいたします。 

 現在、各水道事業体の担当部署が密に連携を取りながら、水道事業の経営統合に向けた準備を

進めているところでございます。 

 経営統合後の水道事業の事業計画については、令和６年６月の全員協議会において概要版を御

説明したところですが、今般、事業計画書の本編、資料編、用語集の３部がまとまりましたので、

お示しいたします。 

 また、水道事業の経営の主体となる柳井地域広域水道企業団の取扱事務が変更となることから、

このたび、これに関連する議案を上程しておりますので、御審議いただきたいと存じます。 

 現在、経営統合に伴う町の条例の改廃について準備を進めておりますので、今後の定例会にお

いて御審議いただく予定としております。 

 最後に、令和５年度決算の状況並びに財政健全化判断比率等について御報告をいたします。 

 令和５年度決算につきましては、令和６年５月末日に出納を閉鎖し、その後、監査委員による

決算審査を経て、令和６年８月２２日に決算審査による意見書をいただいたところであります。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定によりまし

て、令和５年度の決算にかかる健全化判断比率及び資金不足比率の報告書並びに監査委員の意見

書につきましては、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓにて配付させていただいているとおりでございます。 

 それではまず、一般会計の決算の状況でございますが、歳入総額１６０億３,５７１万

６,０００円に対し、歳出総額１５５億５,５６５万１,０００円、歳入歳出差引額は４億

８,００６万５,０００円で、翌年度へ繰り越すべき財源７,６６７万９,０００円を差し引いた実

質収支額は４億３３８万６,０００円の黒字となりましたが、令和５年度のトータルの差し引き

を示す実質単年度収支額は１３億１,３０６万４,０００円のマイナスとなりました。 

 このマイナスの主な要因は、令和４年度の町税増収により令和５年度の普通交付税交付額が大

幅に減額となったことなどから、財源不足を補うための財政調整基金を１３億円取り崩したこと

によるものでございます。 

 公営企業特別会計を除く各特別会計におきましては、黒字若しくは収支ゼロの決算となってお

ります。 

 次に、令和５年度決算にかかる健全化判断比率及び資金不足比率についてでありますが、実質

赤字比率、連結実質赤字比率はともに赤字額はなく、実質公債費比率においては１１.９％であ

ります。 

 将来負担比率においては、財政調整基金などの充当可能財源等が将来負担額を上回ったため、

令和４年度に続き比率はマイナスとなり算定されませんでした。いずれの数値も早期健全化基準
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を下回っているところであります。 

 また、全ての特別会計におきまして資金不足は生じていない状況にあり、本町の財政状況は厳

しい状況にあるものの、財政の健全性は維持されていると判断されるところであります。自主財

源に乏しい本町においては、地方交付税への依存度が非常に高い状況に変わりはなく、今後も一

層の経常的経費の抑制と安定的な自主財源の確保に努める必要があります。 

 このような財政状況をしっかり受け止め、持続可能な成長・発展につながる行財政運営を進め、

財政構造の健全性を維持するための取り組みが重要であると考えております。 

 以上、行政報告を４件させていただきました。 

 それでは、提案理由の御説明を申し上げます。 

 本定例会に提案をしております案件は、報告案件１件、諮問４件、同意に関するもの１件、決

算の認定に関するもの８件、補正予算に関するもの５件、条例の一部改正に関するもの５件、柳

井地域広域水道企業団の共同処理する事務の変更及び規約の変更について１件、和解及び損害賠

償の額を定めるもの１件、動産の買入れについて２件、工事請負契約の締結について２件の合計

３０件であります。 

 報告第１号は、債権管理条例に基づき放棄した債権について、議会に報告するものであります。 

 諮問第１号から諮問第４号は、任期途中の退任及び任期満了に伴う人権擁護委員の候補者の推

薦について、議会の意見を求めるものであります。 

 同意第１号は、任期満了に伴う周防大島町教育委員会委員の任命について、議会の同意を求め

るものであります。 

 認定第１号から認定第８号までの８件は、令和５年度の一般会計から渡船事業特別会計までの

各会計の歳入歳出決算及び水道事業、下水道事業及び病院事業の各公営企業特別会計決算の認定

についてお諮りするものであります。 

 一般会計の実質収支は４億３３８万６,０００円の黒字となり、公営企業特別会計を除くその

他の特別会計につきましても、黒字若しくは収支ゼロの決算となり、おかげをもちまして各会計

とも順調に予算執行ができたものと考えております。 

 監査委員の決算審査意見並びに主要な施策の成果を説明する書類を添えて、決算書をお配りし

ているところでありますが、各会計決算の詳細内容につきましては、後ほど関係参与より御説明

申し上げます。 

 議案第１号は、令和６年度周防大島町一般会計補正予算（第２号）であります。既定の予算に

５億８,３１６万７,０００円を追加し、補正後の予算の総額を１６６億９,２９０万２,０００円

とするものであります。 

 議案第２号は、令和６年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）でありま
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す。既定の予算に５,７７８万５,０００円を追加し、補正後の予算の総額を２４億８,１１２万

８,０００円とするものであります。 

 議案第３号は、令和６年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）であり

ます。既定の予算に６,０００円を追加し、補正後の予算の総額を５億６２８万円とするもので

あります。 

 議案第４号は、令和６年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）であります。

保険事業勘定の既定の予算に３億１,９２１万１,０００円を追加し、補正後の予算の総額を

３５億３,３１３万９,０００円とし、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額に１２６万

２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１,０９９万３,０００円とするものであります。 

 議案第５号は、令和６年度周防大島町病院事業特別会計補正予算（第１号）であります。業務

の予定量のほか、収益的収入及び支出、他会計からの補助金等を補正するものであります。 

 議案第６号周防大島町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正については、令和５年６月９日に行政手続に

おける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の制定に

伴い、条例の一部を改正しようとするものであります。 

 議案第７号周防大島町国民健康保険条例の一部改正については、行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の制定により、関係政令の

整備等及び経過措置に関する政令の公布に伴い、条例の一部を改正しようとするものであります。 

 議案第８号から議案第１０号までは、施設の設置条例の一部改正に関するものであります。議

案第８号は周防大島町陸奥野営場、議案第９号は周防大島町立陸奥記念館、議案第１０号は周防

大島町なぎさ水族館であります。それぞれの施設の維持管理のための定期的なメンテナンスを実

施するとともに、働き方改革に伴う労働環境の質的向上と高齢化する施設職員の負担軽減などを

図ることを目的に、定休日を定めるため、設置条例の一部を改正しようとするものであります。 

 議案第１１号は、柳井地域広域水道企業団の共同処理する事務の変更及び規約の変更について

であります。柳井地域の水道事業の経営に関する事務を企業団において共同処理すること及び企

業団の事務所の位置や企業団議員の定数などを規定する柳井地域広域水道企業団規約を変更する

必要があるため、本議会にお諮りしようとするものであります。 

 議案第１２号和解及び損害賠償の額を定めることについては、議会の議決を求めるものであり

ます。 

 議案第１３号及び議案第１４号は、動産の買入れについてであります。議案第１３号は可搬消

防ポンプ、議案第１４号は周防大島町立図書館システム機器、それぞれの買入れについて、議会

の議決を求めるものであります。 
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 議案第１５号令和６年度 道の駅サザンセトとうわトイレ棟等新設及び改修工事（建築工事）

の請負契約の締結については、大字久賀の藤川建設株式会社と工事請負契約を締結することにつ

いて、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第１６号令和６年度 長浦スポーツ海浜スクエア多目的グラウンド人工芝改修工事の請負

契約の締結については、福岡市博多区の奥アンツーカ株式会社 西日本支店と工事請負契約を締

結することについて、議会の議決を求めるものであります。 

 以上、議案等の概要につきまして御説明を申し上げましたが、詳しくは提案の都度、私または

関係参与が御説明いたしますので、何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決賜りますようよろしく

お願いをいたします。 

○議長（小田 貞利君）  以上で、行政報告並びに提案理由の説明を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．報告第１号 

○議長（小田 貞利君）  日程第５、報告第１号放棄した債権の報告について、執行部の報告を求

めます。中元総務部長。 

○総務部長（中元 辰也君）  報告第１号放棄した債権の報告について、補足説明をいたします。 

 議案つづりの４ページをお願いいたします。 

 町の債権にかかる放棄の適否について、去る令和６年２月１３日に周防大島町債権管理条例施

行規則第６条の規定に基づき設置した周防大島町債権管理審査会で審査し、承認を受け、債権放

棄いたしましたので、周防大島町債権管理条例第８条の規定により御報告いたします。 

 内訳につきましては、一般会計における公営住宅使用料のうち周防大島町債権管理条例第７条

第４号に該当する１件、債権額９４万１,８００円、学校給食費のうち条例第７条第１号に該当

する６件、債権額１８７万１９２円、水道事業特別会計における水道料金のうち条例第７条第

１号・５号に該当する５件、債権額１５３万１,６３１円の合わせて１３件、債権額４３４万

３,６２３円でございます。 

 以上で補足説明を終わります。 

○議長（小田 貞利君）  以上で、執行部の報告を終了します。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．諮問第１号 

○議長（小田 貞利君）  日程第６、諮問第１号人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求める

ことについてを議題といたします。 

 補足説明を求めます。藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  諮問第１号は、人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることに
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ついてであります。 

 令和６年１２月３１日をもって任期満了となります現委員の吉川朝博氏は、人格・識見ともに

高く、地域に携わる郵便局員として長年の経験を有するとともに、人権擁護委員としても精力的

に活動されております。 

 詳細な経歴につきましては、お手元の説明資料に示してあるとおりでございます。 

 私といたしましては、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、同氏を引き続き人権擁護

委員に推薦したいと存じますので、よろしく御審議をいただきますようお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりました。 

 お諮りします。諮問第１号人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについては、

吉川朝博氏を適任とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  異議なしと認めます。よって、諮問第１号人権擁護委員の候補者の推薦

は、吉川朝博氏を適任とすることに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．諮問第２号 

○議長（小田 貞利君）  日程第７、諮問第２号人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求める

ことについてを議題とします。 

 補足説明を求めます。藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  諮問第２号は、人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることに

ついてであります。 

 現人権擁護委員であります清木由美子氏が令和６年１２月３１日をもって任期満了となること

に伴う後任候補者の推薦につきまして、人権擁護委員法第６条第３項の規定により意見を求める

ものであります。 

 候補者といたしましては、本町の教育委員会委員も務められ、人格、識見ともに高く、地域の

実情に精通され、人権擁護についても深い理解のある沖廣正義氏を推薦したいと存じます。 

 詳細な経歴につきましては、お手元の説明資料に示してあるとおりでございます。 

 以上のことから、同氏が人権擁護委員に適任であると思われますので、よろしく御審議をいた

だきますようお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりました。 

 お諮りします。諮問第２号人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについては、

沖廣正義氏を適任とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（小田 貞利君）  異議なしと認めます。よって、諮問第２号人権擁護委員の候補者の推薦

は、沖廣正義氏を適任とすることに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．諮問第３号 

○議長（小田 貞利君）  日程第８、諮問第３号人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求める

ことについてを議題といたします。 

 補足説明を求めます。藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  諮問第４号は、人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることに

ついてであります。 

 令和６年８月３１日をもって現人権擁護委員であります近藤晃氏が任期途中の退任となったこ

と（発言する者あり） 

○議長（小田 貞利君）  藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  すみません、訂正させていただきまして、諮問第３号について御説明い

たします。 

 では、改めまして、諮問第３号は、人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることにつ

いてであります。 

 現人権擁護委員であります村田雅典氏が令和６年１２月３１日をもって任期満了となることに

伴う後任候補者の推薦につきまして、人権擁護委員法第６条第３項の規定により意見を求めるも

のであります。 

 候補者といたしましては、民生委員・児童委員としても御活躍され、人格、識見ともに高く、

地域の実情に精通され、人権擁護についても深い理解のある伊東薫氏を推薦したいと存じます。 

 詳細な経歴につきましては、お手元の説明資料に示してあるとおりでございます。 

 以上のことから、同氏が人権擁護委員に適任であると思われますので、よろしく御審議をいた

だきますようお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりました。 

 お諮りします。諮問第３号人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについては、

伊東薫氏を適任とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  異議なしと認めます。よって、諮問第３号人権擁護委員の候補者の推薦

は、伊東薫氏を適任とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．諮問第４号 
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○議長（小田 貞利君）  日程第９、諮問第４号人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求める

ことについてを議題といたします。 

 補足説明を求めます。藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  諮問第４号は、人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることに

ついてであります。 

 令和６年８月３１日をもって現人権擁護委員であります近藤晃氏が任期途中の退任となったこ

とを受け、新たな候補者の推薦につきまして、人権擁護委員法第６条第３項の規定により意見を

求めるものであります。 

 候補者といたしましては、社会福祉協議会職員として長く御活躍され、地域福祉に造詣が深く、

人格、識見ともに高い福嶋美奈子氏を推薦いたしたいと存じます。 

 詳細な経歴につきましては、お手元の説明資料に示してあるとおりでございます。 

 以上のことから、同氏が人権擁護委員に適任であると思われますので、よろしく御審議をいた

だきますようお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりました。 

 お諮りします。諮問第４号人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについては、

福嶋美奈子氏を適任とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  異議なしと認めます。よって、諮問第４号人権擁護委員の候補者の推薦

は、福嶋美奈子氏を適任とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．同意第１号 

○議長（小田 貞利君）  日程第１０、同意第１号周防大島町教育委員会委員の任命につき同意を

求めることについてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  同意第１号は、周防大島町教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とについてであります。 

 本町教育委員会委員のうち、柏谷淳氏が令和６年１１月２６日をもって４年間の任期を満了い

たしますが、同委員を周防大島町教育委員会委員として再度任命したいと考えております。 

 私といたしましては、柏谷氏は子育て世代の真っただ中で、現在までＰＴＡ役員や学校運営協

議会委員を歴任されるなど各方面で活躍され、教育に関しての識見を有しておられ、実直な人柄、

責任感旺盛で判断力にも優れ、豊富な知識や経験を有し、現在まで教育委員としての職責を十分

果たしておられますので、教育委員として適任者であると考えております。 
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 よって、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会にお諮り

する次第であります。 

 柏谷氏の経歴については、添付の関係資料のとおりであります。 

 議員各員におかれましては、柏谷淳氏の教育委員任命について、御同意を賜りますよう何とぞ

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりました。 

 お諮りします。本件は人事案件でありますので、質疑、討論は省略したいと思いますが、御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  異議なしと認めます。 

 これより起立による採決を行います。同意第１号柏谷淳氏を周防大島町教育委員会委員に任命

することにつき同意を求めることについて、これに同意することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小田 貞利君）  起立全員であります。よって、柏谷淳氏を周防大島町教育委員会委員に

任命することに、同意することに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．認定第１号 

日程第１２．認定第２号 

日程第１３．認定第３号 

日程第１４．認定第４号 

日程第１５．認定第５号 

日程第１６．認定第６号 

日程第１７．認定第７号 

日程第１８．認定第８号 

○議長（小田 貞利君）  日程第１１、認定第１号令和５年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の

認定についてから、日程第１８、認定第８号令和５年度周防大島町病院事業特別会計決算の認定

についてまでの８議案を一括上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。江本会計管理者。 

○会計管理者兼会計課長（江本 達志君）  認定第１号令和５年度周防大島町一般会計歳入歳出決

算の認定についてから、認定第５号令和５年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定

についてまでの補足説明を申し上げます。 

 この認定は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づき、各会計の決算につきまして、議会
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の認定をお願いするものでございます。 

 それでは、認定第１号令和５年度周防大島町一般会計歳入歳出決算について補足説明を申し上

げます。 

 決算書９ページをお願いいたします。 

 歳入の合計額につきましては、予算現額１６７億９５４万９,０００円、調定額１６５億

６,３６３万４,８６２円に対しまして、収入済額は１６０億３,５７１万５,６４１円で、調定額

に対する収入率は９６.８１％となっております。不納欠損額１,５２０万９,７７４円につきま

しては、７ページの１款町税１項町民税は４０６万８１５円で、個人、現年１人、滞納繰越

５６人、法人、滞納繰越２社、２項固定資産税は７６１万３,６８７円で、滞納繰越２１５人、

３項軽自動車税は５９万５,６００円で、滞納繰越７３人。 

 ８ページをお願いします。 

 １２款分担金及び負担金２項負担金１２万４,６００円は保育料で、滞納繰越１人、１３款使

用料及び手数料１項使用料９４万４,８８０円のうち、３,０８０円は社会教育施設使用料、残り

９４万１,８００円は住宅使用料で、滞納繰越１０人でございます。 

 ９ページをお願いします。 

 ２０款諸収入４項雑入の１８７万１９２円は学校給食費で、滞納繰越５３人となっております。 

 収入未済額のうち、事業の繰越に伴う未収分を差し引いた残りの収入未済額の主なものにつき

ましては、７ページの１款町税１項町民税の２,０５６万２,４６９円は、個人、現年１１１人、

滞納繰越２５９人、法人、現年３社、滞納繰越７社、２項固定資産税の６,６１７万４,７０８円

は、現年４２５人、滞納繰越８８０人、３項軽自動車税の２８８万８９円は、現年９１人、滞納

繰越２４９人となっております。 

 ８ページをお願いいたします。 

 １２款分担金及び負担金１項分担金の１１８万２,４４０円は、農地補助災害復旧事業及び団

体営ため池等整備事業の地元負担金、２項負担金の９万５,６００円は保育料で、滞納繰越１人

となっております。また、１３款使用料及び手数料１項使用料の４,５１６万９,５１９円のうち、

４,５００万３,４３９円は住宅使用料で、現年３０人、滞納繰越４５０人となっております。 

 ７ページをお願いします。 

 １款町税１項町民税の収入済額７億５,２３９万４,５４４円には、還付が済んでいない額──

以降還付未済額といいますが、１万７,４９４円含まれておりますので、町民税の収入未済額の

実数としましては、収入未済額２,０５６万２,４６９円に１万７,４９４円を加算した２,０５７万

９,９６３円となります。同じく１款町税２項固定資産税の収入済額６億５,６７４万６,７９５円

につきましても、還付未済額１４万２,３００円が含まれておりますので、収入未済額の実数と
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しましては、収入未済額６,６１７万４,７０８円に１４万２,３００円を加算した６,６３１万

７,００８円となります。この還付未済額につきましては、５３ページの事項別明細書の備考欄

に記載をしております。 

 １１ページをお願いいたします。 

 歳出の予算現額１６７億９５４万９,０００円に対しまして、支出済額は１５５億５,５６５万

９１３円で、執行率は９３.０９％となっております。翌年度繰越額の４億２,８２６万

６,０００円につきましては、令和６年第２回定例会において御報告をしております令和５年度

周防大島町繰越明許費の繰越額でございます。不用額につきましては７億２,５６３万２,０８７円

となっており、令和４年度決算と比較して３.２９％の減となっております。 

 １３ページをお願いいたします。 

 歳入歳出差引残額は４億８,００６万４,７２８円となっており、令和４年度決算と比較して

４７.６６％の減となっております。 

 なお、歳入総額及び歳出総額ともに、令和４年度決算と比較して大幅な減額の決算となってお

ります。 

 以上で、一般会計の説明を終わります。 

 詳細につきましては、５３ページからの一般会計歳入歳出決算事項別明細書を御参照いただき

ますようお願いいたします。また、以後の各会計の事項別明細書につきましても、説明の都度、

あわせて御参照くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、認定第２号令和５年度周防大島町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について補足説明を申し上げます。 

 １９ページをお願いいたします。 

 歳入の予算現額２８億９,０９２万６,０００円、調定額３０億４３０万２,７０８円に対しま

して、収入済額は２９億１,２１２万５,２２９円で、調定額に対する収入率は９６.９３％とな

っております。不納欠損額は、国民健康保険税の１,９９６万８,４４６円で、滞納繰越１０１人、

また、収入未済額は、国民健康保険税が７,２２０万９,０３３円で、現年１３４人、滞納繰越

５２６人となっておりますが、収入未済額の実数としましては、事項別明細書３１１ページの備

考欄のうち還付未済額７万４,３００円を加算した７,２２８万３,３３３円となっております。 

 ２０ページをお願いします。 

 歳出の予算現額２８億９,０９２万６,０００円に対しまして、支出済額は２８億５,４３３万

８,６８３円で、執行率は９８.７３％となっております。翌年度繰越額はゼロ円で、不用額は

３,６５８万７,３１７円。 

 ２１ページをお願いいたします。 
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 歳入歳出差引残額は５,７７８万６,５４６円の決算となっております。 

 令和５年度末の国保加入状況につきましては、加入世帯数２,７１３世帯、被保険者数は

３,８４６人、世帯加入率３３.５％、被保険者加入率は２８.０％で、１人あたりの医療費は

５７万４,７８２円となっております。 

 続きまして、認定第３号令和５年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認

定について補足説明を申し上げます。 

 ２５ページをお願いします。 

 歳入の予算現額は４億３,７８９万７,０００円、調定額４億３,４３０万９,８５３円に対しま

して、収入済額は４億３,３５９万４,９６２円で、調定額に対する収入率は９９.８４％となっ

ております。不納欠損額は、後期高齢者医療保険料の１１万２５９円で、滞納繰越３人となって

おります。また、収入未済額は、後期高齢者医療保険料で６０万４,６３２円、現年５人、滞納

繰越１１人となっておりますが、収入未済額の実数としましては、事項別明細書３２７ページの

備考欄のうち還付未済額の５６万５７９円を加算した１１６万５,２１１円となっております。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 歳出の予算現額４億３,７８９万７,０００円に対しまして、支出済額４億３,３５８万

８,２８５円で、執行率は９９.０２％となっております。翌年度繰越額はゼロ円で、不用額は

４３０万８,７１５円。 

 ２７ページをお願いします。 

 歳入歳出差引残額は６,６７７円となっております。 

 令和５年度末における後期高齢者医療保険の被保険者数は４,８３３人で、１人あたりの医療

費は１０２万６,２９８円となっております。 

 続きまして、認定第４号令和５年度周防大島町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて補足説明を申し上げます。 

 ３３ページをお願いします。 

 保険事業勘定の歳入の予算現額３４億２,５４０万６,０００円、調定額３３億９,０５４万

３６７円に対しまして、収入済額は３３億８,９５５万４,７４７円で、収入率は９９.９７％と

なっております。不納欠損額は、介護保険料の１０４万９,４１０円で、滞納繰越３６人、収入

未済額がマイナス６万３,７９０円となっておりますが、これは、事項別明細書３３７ページ備

考欄にありますとおり、還付未済額が２４４万５,４４０円あるためで、収入未済額の人数は、

現年２２人、滞納繰越３７人となっております。収入未済額の実数としましては、うち還付未済

額の合計２４４万５,４４０円を加算した２３８万１,６５０円となっております。 

 ３４ページをお願いします。 
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 歳出の予算現額３４億２,５４０万６,０００円に対しまして、支出済額は３０億７,１０８万

８,４３６円で、執行率は８９.６６％となっております。翌年度繰越額はゼロ円で、不用額は

３億５,４３１万７,５６４円。 

 ３５ページをお願いします。 

 歳入歳出差引残額は３億１,８４６万６,３１１円となっております。 

 ３９ページをお願いします。 

 介護サービス事業勘定でありますが、歳入の予算現額は８５１万２,０００円で、調定額、収

入済額はいずれも同額の９２７万５,６６０円、収入率は１００％となっております。 

 ４０ページをお願いします。 

 歳出の予算現額８５１万２,０００円に対しまして、支出済額８０１万４,２１５円で、執行率

は９４.１５％となっております。翌年度繰越額はゼロ円で、不用額は４９万７,７８５円。 

 ４１ページをお願いします。 

 歳入歳出差引残額は１２６万１,４４５円となっております。 

 なお、令和５年度末の第１号被保険者数は７,６４２人で、認定者数は１,７７０人となってお

ります。 

 続きまして、認定第５号令和５年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定について

補足説明を申し上げます。 

 ４５ページをお願いします。 

 歳入の予算現額１億９８９万３,０００円に対しまして、調定額、収入済額はいずれも同額の

９,９３３万５,３９５円で、調停額に対する収入率は１００％となっております。 

 ４６ページをお願いします。 

 歳出の予算現額１億９８９万３,０００円に対しまして、支出済額は９,９３３万５,３９５円

で、執行率は９０.３９％となっております。翌年度繰越額はゼロ円で、不用額は１,０５５万

７,６０５円。 

 ４７ページをお願いします。 

 歳入歳出差引残額はゼロ円の決算となっております。 

 続きまして、実質収支に関する調書の御説明を申し上げます。 

 単位は１,０００円で記載をしております。 

 ３７５ページをお願いします。 

 一般会計の実質収支に関する調書でございます。歳入総額１６０億３,５７１万６,０００円、

歳出総額１５５億５,５６５万１,０００円、歳入歳出差引額は４億８,００６万５,０００円とな

り、そのうち翌年度へ繰り越すべき財源７,６６７万９,０００円を差し引いた実質収支額は、



- 22 - 

４億３３８万６,０００円で決算をいたしております。 

 ３７６ページをお願いします。 

 国民健康保険事業特別会計の実質収支に関する調書でございます。歳入総額２９億１,２１２万

５,０００円、歳出総額２８億５,４３３万９,０００円で、歳入歳出差引額並びに実質収支額は

同額の５,７７８万７,０００円となっております。 

 ３７７ページをお願いします。 

 後期高齢者医療事業特別会計の実質収支に関する調書でございます。歳入総額４億３,３５９万

５,０００円、歳出総額４億３,３５９万８,０００円で、歳入歳出差引額並びに実質収支額は同

額の７,０００円となっております。 

 ３７８ページをお願いします。 

 ３７８ページ、３７９ページは、介護保険事業特別会計の実質収支に関する調書でございます。 

 ３７８ページの保険事業勘定でありますが、歳入総額３３億８,９５５万５,０００円、歳出総

額３０億７,１０８万８,０００円、歳入歳出差引額は３億１,８４６万６,０００円で、実質収支

額も同額となっております。 

 ３７９ページをお願いします。 

 介護サービス事業勘定でありますが、歳入総額９２７万６,０００円、歳出総額８０１万

４,０００円、歳入歳出差引額は１２６万１,０００円で、実質収支額も同額となっております。 

 ３８０ページをお願いします。 

 渡船事業特別会計の実質収支に関する調書でございます。歳入総額、歳出総額は、同額の

９,９３３万５,０００円で、歳入歳出差引額並びに実質収支額は、いずれもゼロ円となっており

ます。 

○議長（小田 貞利君）  暫時休憩します。 

午前10時35分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時45分再開 

○議長（小田 貞利君）  休憩前に引き続き会議を再開します。 

 続いて補足説明を求めます。江本会計管理者。 

○会計管理者兼会計課長（江本 達志君）  申し訳ございません。先ほど補足説明をした中に２点

ほど間違いがありましたので、訂正をさせていただきます。 

 まずは、一般会計の不用額のところで、不用額７億２,５６３万２,０８７円で、令和４年度決

算と比較して正しくは３.９２％の減と言うところを３.２９％と誤って言ってしまいました。 

 それと、もう１つでございますが、実質収支に関する調書のところでございますが、後期高齢
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者医療保険事業特別会計の歳出総額４億３,３５８万８,０００円というところを４億３,３５９万

８,０００円と言ってしまいましたので、おわびして訂正させていただきます。申し訳ございま

せんでした。 

 それでは、引き続きまして、財産に関する調書の御説明を申し上げます。 

 この調書につきましては、今年度移動のあった主な部分について御説明をさせていただきます。 

 ３８３ページをお願いいたします。 

 １、公有財産の（１）土地及び建物のうち土地につきましては、学校では、小学校等の区分変

更を行ったことにより２万２,４４１.２０平方メートルの減、公営住宅等では、若者定住促進住

宅用地（明新第４期）の購入により１,９４１.２１平方メートルの増、その他の施設では、沖家

室シーサイドキャンプ場及び地家室園地拠点施設の区分変更を行ったことなどから合計で

６,６２４.９５平方メートルの増、普通財産では、学校からの区分変更による増、その他施設へ

の区分変更による減、県道道路改良事業への用地の売却などにより１万５,６３３.１７平方メー

トルの増となっており、合計で１,７５８.１３平方メートルの増となっております。 

 建物につきましては、木造（延面積）の学校では、小学校等の区分変更を行ったことにより

６４２平方メートルの減、公営住宅等では、若者定住促進住宅（明新第３期４棟）の新築により

３９０.８４平方メートルの増、その他の施設では、沖家室シーサイドキャンプ場管理棟、地家

室園地拠点施設及び東和児童クラブの新築により６３７.９４平方メートルの増となり、合計で

１,０２８.７８平方メートルの増となっております。非木造（延面積）の学校では、小学校等の

区分変更を行ったことにより６,０８５.１０平方メートルの減、普通財産では、学校からの区分

変更により６,０８５.１０平方メートルの増となりましたが、合計での増減はございません。木

造・非木造を合わせた延面積では１,０２８.７８平方メートルの増となっております。 

 ３８４ページをお願いします。 

 （２）の山林から（５）の有価証券（株券）につきましては、移動はございません。 

 ３８５ページをお願いします。 

 （６）出資による権利ですが、３８６ページの山口県東部森林組合出資金の１万５,０００円

の増は、配当金の積立となっております。 

 ３８７ページをお願いします。 

 ２の物品につきましては、普通自動車が廃車により２台減、軽自動車が購入により１台増、ト

ラックが購入により２台増、ダンプが廃車により１台減、給食運搬車が廃車により１台減、バキ

ューム車が購入により１台増。 

 ３８９ページをお願いします。 

 水中ポンプが廃棄により１台減。 
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 ３９０ページをお願いします。 

 パススルー冷蔵庫が廃棄により２台減となっております。 

 ３９２ページをお願いします。 

 ３の基金でありますが、（１）財政調整基金は、利息並びに積立と取り崩しにより８億

７,９５３万２,０００円の減で、年度末現在高は８４億３,８８１万３,０００円となっておりま

す。 

 （２）減債基金は、利息並びに積立により３,４８７万６,０００円の増で、年度末現在高は

６億４,６５４万１,０００円となっております。 

 （３）県収入証紙購入基金は、変更はございません。 

 （４）奨学資金貸付基金の１,０００円の増は利息で、年度末現在高は１,００１万５,０００円

となっております。 

 （５）福祉振興基金は、利息による積立と取り崩しにより１,０６５万３,０００円の減で、年

度末現在高は２億３,６３２万９,０００円となっております。 

 ３９３ページをお願いします。 

 （６）国民健康保険基金は、利息並びに積立により１億１,７８９万１,０００円の増となって

おり、年度末現在高は６億５,２４８万５,０００円となっております。 

 （７）介護給付費準備基金は、利息並びに積立と取り崩しにより２,７１８万６,０００円の増

となっており、年度末現在高は２億８,７１５万円となっております。 

 （８）まち・ひと・しごと創生基金は、利息による積立と取り崩しにより２,５１６万

３,０００円の減となっており、年度末現在高は１億９０６万６,０００円となっております。 

 （９）土地開発基金につきましては、土地面積が１２２.４２平方メートル減少し、合計面積

は９,００８.１４平方メートルで、年度末現在高は１億９,８９９万５,０００円となっておりま

す。また、現金は５５６万９,０００円の増で、土地と合わせた年度末現在高は２億７,０９３万

４,０００円となっております。 

 ３９４ページをお願いします。 

 （１０）中山間ふるさと・水と土保全対策基金につきましては増減はなく、年度末現在高は

３,１１３万１,０００円となっております。 

 （１１）周防大島高等学校通学支援費給付基金につきましては、利息による積立と取り崩しに

より２３１万４,０００円の減で、年度末現在高は２,８４７万２,０００円となっております。 

 （１２）ちびっ子医療費助成事業基金は、利息による積立と取り崩しにより１,８６９万

８,０００円の減で、年度末現在高は７,４４５万円となっております。 

 （１３）観光振興事業助成基金は、利息による積立と取り崩しにより１,１５０万１,０００円
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の減で、年度末現在高は４,０７５万９,０００円となっております。 

 （１４）福祉医療費一部負担金助成事業基金は、利息並びに積立と取り崩しにより８３３万

６,０００円の増で、年度末現在高は５,２６５万４,０００円となっております。 

 ３９５ページをお願いします。 

 （１５）ふるさと応援基金は、利息並びに積立と取り崩しにより１,８９５万５,０００円の増

で、年度末現在高は１億９,１５７万７,０００円となっております。 

 （１６）ＣＡＴＶ加入促進事業基金は、利息による積立と取り崩しにより１３９万１,０００円

の減で、年度末現在高は１,６６５万円となっております。 

 （１７）外国語活動推進事業基金につきましては、利息並びに積立と取り崩しにより１,６００万

７,０００円の増で、年度末現在高は４,５９３万１,０００円となっております。 

 （１８）合併地域振興基金につきましては、利息並びに積立と取り崩しにより４億５,８４１万

７,０００円の増で、年度末現在高は１４億４,１７８万９,０００円となっております。 

 （１９）森林環境整備基金につきましては、利息による積立により１万１,０００円の増で、

年度末現在高は１,３１１万６,０００円となっております。 

 ３９６ページをお願いします。 

 （２０）学校給食費無償化事業基金につきましては、利子による積立により１１万４,０００円

の増で、年度末現在高は１億４,１３０万１,０００円となっております。 

 （２１）医療確保対策事業基金につきましては、米空母艦載機部隊配備特別交付金を財源に、

令和５年度からまた新たに６,０００万円を積み立てております。 

 以上で、認定第１号令和５年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、認定第

５号令和５年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの補足説明を終わ

ります。 

 なお、決算附属書類、監査委員の審査意見書及び主要な施策の成果を説明する書類を添付いた

しております。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、認定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小田 貞利君）  続いて、補足説明を求めます。藤本上下水道部長。 

○上下水道部長（藤本 倫夫君）  認定第６号令和５年度周防大島町水道事業特別会計利益の処分

及び決算の認定について補足説明をいたします。 

 お手元の令和５年度周防大島町水道事業特別会計決算書類の１１ページ、剰余金処分計算書

（案）をお開き願います。 

 令和５年度末における未処分利益剰余金４億９０８万８,７１５円を建設改良積立金へ積み立

てることにつきまして、地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるも
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のでございます。 

 なお、建設改良積立金は、資本的収支の不足分の補填や今後増大していく施設の更新など、建

設改良費の財源とする予定でございます。 

 続きまして、決算の認定について御説明をいたします。 

 ５ページをお願いいたします。 

 まず、収益的収入及び支出の決算額でありますが、収入合計９億７３万７,４４１円に対しま

して、支出合計８億１,３７０万１,３６７円となりました。 

 次に、資本的収入及び支出の決算額ですが、収入合計４,０５８万円に対しまして、支出合計

２億４,２８２万７,６４３円でありました。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額２億２２４万７,６４３円につきまし

ては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３７０万４００円、当年度分損益勘定留

保資金１億６,７４８万５,１２１円及び繰越利益剰余金処分額３,１０６万２,１２２円で補填す

る予定としております。 

 次に、財務諸表について御説明いたします。 

 ７ページの損益計算書をお願いいたします。 

 これは、令和５年度の経営成績を示したものでございます。営業収支では４億３,２４７万

３,４６１円の損失となり、営業外収支では５億１,５８３万８,３６９円の利益となりました。

当年度純利益は８,３３６万４,９０８円となっております。 

 次に、９ページの剰余金計算書について御説明いたします。 

 前年度の未処分利益剰余金が３億２,５７２万３,８０７円でありましたので、当年度純利益

８,３３６万４,９０８円を加算し、利益剰余金の当年度末残高は４億９０８万８,７１５円とな

りました。 

 １１ページの剰余金処分計算書（案）につきましては、冒頭でも申し上げましたが、本定例会

で御議決いただけましたら、未処分利益剰余金は建設改良積立金に積み立てる予定としておりま

す。 

 次に、１３ページからの貸借対照表でございますが、これは令和６年３月３１日時点の財政状

況を表しております。 

 １３ページの最下段、資産合計が４６億１,４６４万２,８７５円、１４ページの負債合計は

２７億１,２１０万４,９８１円、１５ページの資本金合計が１９億２５３万７,８９４円となっ

ております。 

 １６ページ以降に、地方公営企業法第３０条第１項に規定する事業報告書、地方公営企業法施

行規則第３５条に規定する決算に関する説明書における注記、資本的収支と補填財源明細書、地
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方公営企業法施行令第２３条に規定するキャッシュ・フロー計算書、収益・費用明細書、固定資

産明細書及び企業債明細書を添付いたしております。 

 以上で、認定第６号令和５年度周防大島町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定につい

ての補足説明を終わります。 

 なお、本決算書は、監査委員の審査に付して、その意見書を別冊として添付しておりますので、

何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決、御認定を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、認定第７号令和５年度周防大島町下水道事業特別会計決算の認定について補足説

明をいたします。 

 お手元の令和５年度周防大島町下水道事業特別会計決算書類の４ページをお願いいたします。 

 まず、収益的収入及び支出の決算額でございますが、収入合計１２億３５５万１,０９８円に

対しまして、支出合計９億９,５４６万４,９５３円となりました。 

 次に、５ページの資本的収入及び支出の決算額でございます。収入合計１１億３,４３４万

５,４４８円に対しまして、支出合計１６億７,９２７万２,４７１円となりました。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額５億４,４９２万７,０２３円は、当年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額８,１８９万３,６３９円、過年度分損益勘定留保資

金１億３,２６７万６,５３７円及び当年度分損益勘定留保資金１億７,２３５万６,８４７円で補

填いたしました。また、さらに不足する額１億５,８００万円は、当年度で同意済みの企業債の

未発行分をもって翌年度に措置するものでございます。 

 次に、財務諸表について御説明をいたします。 

 まず、７ページの損益計算書について御説明いたします。これは、令和５年度の経営成績を示

すものでございますが、営業収支では８億１,００２万６,０９３円の損失となり、営業外収支で

は９億５,５５１万８９３円の利益となり、当年度純利益は１億４,５４８万４,８００円となり

ました。 

 次に、９ページの剰余金計算書について御説明いたします。前年度末残高５億２,０９７万

４,８２２円に当年度純利益１億４,５４８万４,８００円を加えた６億６,６４５万９,６２２円

が当年度末未処分利益剰余金となりました。 

 次に、１１ページの剰余金処分計算書（案）ですが、令和５年度では未処分利益剰余金の処分

は発生しませんでしたので、先ほどの剰余金計算書のとおり、繰越利益剰余金は６億６,６４５万

９,６２２円となりました。 

 次に、１３ページの貸借対照表について御説明いたします。これは、令和６年３月３１日時点

の財務状況を表しております。１３ページの最下段の資産合計は１８５億９,２７１万２,９７８円

で、１４ページの負債合計は１７４億７,４９５万３,２２９円、資本合計は１１億１,７７５万
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９,７４９円であります。 

 以上、概略を御説明いたしましたが、１５ページ以降に事業報告書、決算に関する説明書にお

ける注記、資本的収支と補填財源明細書、キャッシュ・フロー計算書、収益・費用明細書、固定

資産明細書及び企業債明細書を添付しております。 

 以上で、認定第７号令和５年度周防大島町下水道事業特別会計決算の認定についての補足説明

を終わります。 

 なお、本決算書は、監査委員の審査に付して、その意見書を別冊として添付しておりますので、

何とぞ慎重なる御審議のうえ、御認定を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小田 貞利君）  続いて、補足説明を求めます。石原病院事業管理者。 

○病院事業管理者（石原 得博君）  認定第８号令和５年度周防大島町病院事業特別会計決算の認

定について補足説明いたします。 

 令和５年度周防大島町病院事業特別会計決算書類の５ページ、決算報告書をお願いします。 

 まず、収益的収入及び支出の決算額でありますが、収入合計４１億６,５８６万９１１円に対

しまして、６ページの支出合計は４６億２,５０２万５,１２１円の決算となりました。 

 次に、７ページの資本的収入及び支出の決算額でありますが、収入合計は５億９,２３１万

４,０００円に対しまして、８ページの支出合計額は８億６,９２７万９,３７５円の決算となり

ました。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額２億７,６９６万５,３７５円は、消費

税及び地方消費税資本的収支調整額９８９万９,７５０円及び損益勘定留保資金２億６,７０６万

５,６２５円で補填しました。 

 次に、財務諸表について御説明申し上げます。 

 まず、１１ページの損益計算書について説明申し上げます。これは、令和５年度の経営状況を

表すものでございます。医業収支では１８億１,６１２万５,９０９円の医業損失、医業外収支で

は１３億６６１万２,９５１円の医業外収益となり、特別利益３２３万８５６円、特別損失

３９６万５,０００円をあわせた当年度純損失は５億１,０２４万７,１０２円となりました。 

 次に、１３ページの剰余金計算書でありますが、未処分利益剰余金につきましては、令和５年

度純損失５億１,０２４万７,１０２円を計上し、利益剰余金の年度末高がマイナス１９億

３,６２０万５,３９１円となりました。 

 次に、１５ページの欠損金処理計算書につきましては、処分はございません。 

 次に、１７ページの貸借対照表について御説明申し上げます。これは令和６年３月３１日時点

の財政状況を表しており、１８ページの資産合計は１１４億８,４９８万３,５６７円、１９ペー

ジの負債合計は７７億４,７５５万１,１２８円、２０ページの資本合計は３７億３,７４３万
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２,４３９円でございます。 

 以上、概略を御説明申し上げましたが、附属資料といたしまして２２ページ以降に事業報告書、

キャッシュ・フロー計算書、収益・費用明細書、固定資産明細書、企業債明細書、決算に関する

説明書における注記を添付しております。 

 令和５年度は、令和５年５月８日に新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ移行となった後

も患者・利用者数が回復せず、苦しい経営状況となりました。 

 ３医療機関につきましては、東和病院の入院患者数、３医療機関の外来患者数が減少したこと

で医業収益が減少し、さらに新型コロナウイルス感染症関連の補助金が減少したことなどにより

医業外収益が大きく減少し、収支が悪化しました。 

 ２介護施設につきましては、入所利用者数の低迷などにより赤字が継続しております。 

 大島看護専門学校につきましては、学生数の減少により収益が減少し、赤字が継続しました。 

 以上のように、令和５年度決算においては、患者・利用者数が新型コロナウイルス感染症の

５類感染症移行後もコロナ禍以前の水準に回復することなく減少し、経営の基盤となる事業収益

が減少しました。また、新型コロナウイルス感染症関連の補助金が大きく減少したことから医業

外収益も減少し、令和２年度から３年続いた黒字が、令和５年度は赤字計上となりました。 

 令和６年度においては、少子高齢化の進展により急速に人口減少が進む周防大島町において、

将来の医療・介護需要推計を視野に入れつつ、公・民の適切な役割分担のもと、中長期的課題を

整理し、病院事業局が担うべき医療・介護機能を踏まえた第２期再編計画の策定を行うこととし

ております。 

 以上で、認定第８号令和５年度周防大島町病院事業特別会計決算の認定について補足説明を終

わります。 

 なお、本決算書は、監査委員の審査に付して、その意見書を別冊に添付しておりますので、御

審議のうえ、御認定賜りますようお願い申し上げます。よろしくお願いします。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。質疑は議案ごとに

行います。 

 なお、議員各位にお願いでございますが、認定案件については後ほど所管委員会への付託審査

をお諮りし、委員会にて詳細なる審議をお願いする予定としておりますので、ここでは総括的な

質疑を行っていただきたいと思います。 

 認定第１号令和５年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の認定について、質疑に入ります。 

 一般会計歳入歳出決算につきましては、歳入と歳出を分けて質疑を行います。 

 なお、財産に関することも、ここでお願いいたします。 

 はじめに、歳入について、質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 次に、歳出について、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  ５点ほどお尋ねをいたします。まず、町長にこの決算を受けての

受け止めというんですか、その辺をお聞かせいただきたいと思いますが、あまり細かい話でも抽

象的な話でもなく、当初予算のときに３つの重点施策ということで上げられておられます。その

中の１つの重点施策についてでもいいんですが、令和５年度の予算執行をして、その重点施策が

どういうふうに成果を上げたか、また、残された課題はあるのか、そして、その解決策、どうい

うふうに解決を図っていくのか、その辺をお聞かせいただければと思います。 

 それから、監査委員の審査意見書に基金残高１２７億円という記載がありますが、これについ

ての評価、今後、これをどう扱っていくのか。さらに増大させていくのか。この１２７億円とい

うのは、県内はもとより、中国地方の町村においてもトップクラスということになるので、これ

を今後どういうふうな目的で扱っていくのか、その辺を教えていただければと思います。 

 それから、同じく監査委員の意見書の２４ページに、土地開発基金で購入した土地を一般会計

で買い取っていないという記述がありますが、これについて補足説明をしていただいて、どうい

うことなのか。それで、この対応をいつまでにどういうふうに対応される予定なのかを教えてく

ださい。 

 決算書、あんまり細かい話はということだが、ちょっと２点だけ教えてください。 

 決算書の９１ページに、顧問弁護士の２２７万３,８２４円というのがありますが、これは全

て顧問料ということでいいのかどうか、個別訴訟費用等が含まれるのかどうか、その辺の内訳を

教えてください。 

 それから、もう一点は、成果報告書の８２ページに、随意契約が増加し、地方自治法第

１６７条の２第１項第１号と第５号による件数が増加しているとなっておりますけれど、このう

ち、第５号の具体的理由としてどういったものがあったのか、例示で結構なので御答弁をお願い

いたします。 

○議長（小田 貞利君）  藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  御質疑をいただきました令和５年度の決算ということで、先ほどから御

報告をさせていただいているとおりでございます。一般会計の実質収支が４億３３８万６,０００円

の黒字ということであります。特別会計においても、黒字もしくは収支ゼロということで、各会

計とも順調な予算執行ができたものと考えておりますということを先ほど報告させていただいた

ところでございます。 

 町民の皆さんの安心・安全対策であったり、子育て・教育支援であったり、基盤強化というこ
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とで目標を持って進めているところであります。令和５年度においては、やはり主に子育て・教

育支援、給食費の無償化であったり、そういったこともしっかり取り組むことができたのかなと

思っております。 

 そのような中で、やはり財政調整基金、こちらの基金をこのたび１３億円取り崩しをするとい

うことがございました。これはあらゆる要因があるかと思うんですけれども、折からの物価高騰

であり、また、電気代、また、町が所有している各施設の維持管理費がやはり大きくなっている

というところがございます。 

 先ほど議員御指摘のとおり、この基金を活用するということについても、やはりまず基本とな

る、今年度、財政調整基金を１３億円取り崩しということがあります。これを例えば１０年続け

てしまうとどういうことになるかということを考えたときに、財政的に健全であるという評価が

できるということでありますけれども、今回の決算を改めて総括して見てみると、責任としてこ

ういった取崩額を今後減らしていく、そのためにはどのような取り組みが必要になるのかという

ことをしっかり考えていかないといけない１つの要因であると思っています。 

 新しいことも考えていかないといけないが、今までの事業をしっかりと見つめ直していき、ま

ず、財政調整基金１３億円取り崩しということを大きく重く考えて、これからの予算策定にしっ

かりと生かしていく必要があると考えております。 

○議長（小田 貞利君）  中元総務部長。 

○総務部長（中元 辰也君）  田中議員から御質問いただきました基金の使い道といいますか、そ

の用途という御質問をいただいております。 

 基金にそれぞれ用途・目的等がありますので、それに沿った対応をしたいと考えておりますが、

一方で財政調整基金については、今後、不測の事態、大規模災害等に備えた基金でもありますし、

また、今後、公共施設、ライフライン等の更新も今からはじまっていくと予想されます。そうい

ったことに備えて基金としては使っていかなければならないと思っておりますし、令和６年度の

当初予算においても、１３億円という財政調整基金を取り崩して予算を組んでおります。そうい

ったことを考えると、基金の数字だけを見ると、県内の中でも飛び抜けて多いというようなこと

ではございますが、やはり基金については、今後、それぞれ町が直面するであろう対策について

使用していかないといけないと思っております。 

○議長（小田 貞利君）  岡原財務課長。 

○財務課長（岡原 伸二君）  御質問のありました監査委員の審査意見書の２４ページ、土地開発

基金の状況の補足説明をさせていただきます。 

 この件につきましては、平成２０年に当時の土地の所有者の方から土地を購入していただきた

いという要望がありましたので、通常でしたら町の一般会計の予算に計上して土地購入費を計上
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するところでございますが、当時は財政難ということで、一旦、土地開発基金で購入をいたした

ということでございます。それが現在まで至っておるということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（小田 貞利君）  梅木総務課長。 

○総務課長（梅木 義弘君）  田中議員から決算書９１ページの顧問弁護士の委託料の内訳という

ことで御質問いただいたことについて、御回答いたします。 

 内訳に関しましては、全額が顧問弁護にかかる相談料ではなく、御指摘のありましたように、

各種裁判等に伴う報酬金や手付金なども含まれております。詳細な金額も必要ですか。（発言す

る者あり）よろしいですか。 

 以上です。 

○議長（小田 貞利君）  暫時休憩します。 

午前11時30分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時31分再開 

○議長（小田 貞利君）  休憩前に引き続き会議を再開します。瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  財務課の決算資料ですが、地方自治法第１６７条の２第

１項第５号に多いのは、私が所管する施設整備課が結構多いものですから、主な理由を申し上げ

ます。 

 第５号は緊急施工という形になります。昨今の災害で大きな穴が開いたとか倒木があった場合

には、入札に付するいとまがありませんので、第５号を適用して随意契約とすることが主な理由

でございます。 

○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  私がお聞きしたのは、土地開発基金について、これをどうするの

か、要するに、買戻しをしていないのをどうするのかということだったんですが、経緯じゃなく

てこうやって指摘を受けて、これをじゃあどう対応するのかということをお聞きしたので、もう

１回御答弁をお願いします。 

 基金残高については、確かにリスクに備えるということも大事なんですが、今の１２７億円、

この規模についてどう評価されておられるか。リスクに備えてもっと増やしていくんだとか、何

らかの目的のために使っていくんだとか、でも、これだけは確保しておく、留保しておくよとい

うようなところが、基金の目的としてどの程度の規模感があるのかないのか、その辺をお聞きし

たので、もう１回、そういうことを踏まえて御答弁をお願いします。 

 それから顧問弁護士の件ですが、要するに２２７万３,８２４円という実績、これ、当初予算
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７９万２,０００円の３倍近い金額になっている。もちろん、個別訴訟費用が含まれるなら、そ

れは当然上がるでしょうけれど、果たしてそういうことでいいのかどうか。契約のあり方として、

当初予算が１０で成果が３０になる。これはちょっとやっぱり──そうすると、結局、無制限に

１０が１００にもなるのか、２００にもなるのかということになっていくので、そうすると、公

契約としてのあり方としてちょっと適正ではないのではないかなと感じております。 

 要するに、当初予算７９万２,０００円、もちろん、相談業務が増えて増減することはあるで

しょうけれど、３倍近い金額で実績が上がってくるんなら、その増加分、個別の訴訟費用の部分

は別契約にするとか、普通はそういうふうにすると思うが、その辺のお考えはないのかどうなの

か、もう１度御答弁をお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  中元総務部長。 

○総務部長（中元 辰也君）  はじめに、土地開発基金の町としての対応についての御質問にお答

えいたします。 

 今回、監査委員の審査意見書のとおり、現在の状況においては適切ではないと、私どもも認識

をしております。こういった適切ではないような状況については、当然のことながら予算措置等

も必要になってきますが、改善をしていきたいと思っております。 

 もう１点、基金のことについて再度質問をいただいております。基金については、どれぐらい

ためるのかといった目標というのは、当然多いに越したことはないと思っております。しかしな

がら、先ほど答弁をさせていただいたとおり、それぞれの基金については目的用途等がそれぞれ

定められております。財政調整基金については、町の不測の事態等々に対応するための基金でご

ざいますので、現在、この財政調整基金については、先ほど答弁したとおり、令和６年度の当初

予算においても１３億円というかなりの高額の取り崩しを行っております。このペースでいくと、

あと数年近くで基金が底をついてしまうという状況でございますので、ここは町の行財政改革を

それぞれしっかり進めることで、少しでも町民のための安心・安全に対する施策と町長が掲げる

３つの重点的な施策に効率的にあてられるように、町としてもしっかり取り組んでいきたいと思

っております。 

 顧問弁護士の委託料の関係でございます。確かに当初予算と比べると、実績についてはかなり

の支出をしております。これはあくまで町に対する訴訟等の件数が増えたというのが主な理由で

あろうかと思います。当然、当初予算の策定時においてはしっかりと実績等も踏まえながら、計

上していきたいと思いますけれど、訴訟が多くなるのはやはり何らかのいろいろな問題があると

私どもも考えておりますので、そこはしっかりそういったことがないように取り組んでいきたい

と思います。あとは予算の配分で、委託料に組むのかどうかという質問であったと思いますが、

現時点においてはこのとおりに進めていきたいと思っております。 
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○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  何か皮肉っぽい御答弁だったと思うんですが、私が言っているの

は、支出が増えていることが問題ということじゃなくて、契約のあり方として、３倍近く変更に

なって、変更というか増えて、それを同じ契約でやるのはどうなんですかということで、もちろ

ん、訴訟っていつ起こるか分からないので、突発的に増える、当初予算では組めないところもあ

るとは思うんですが、私が言っているのは、当初予算は顧問契約に基づいて予算立てをしている

ので、月６万６,０００円の１２か月分ということだと思うんですが、訴訟が発生したときには

個別契約として別に契約をすべきじゃないんですか、予算を執行するべきじゃないんですかとい

うことを申し上げているのです。全て顧問料、当初の６万６,０００円の変更で３倍にも４倍に

も５倍にも訴訟が増えれば、もっと増えるということになるのはいかがなものですか、契約上、

公契約として適正かどうかということをお尋ねしたので、そういう観点から、もし答弁があれば

御答弁をお願いします。 

 基金について、今、１３億円取り崩しと言われますけれど、これは今後ずっとこの取り崩しが

続くということを想定されているのか。そうであれば、もっとこの基金を増やしていかなきゃい

けない。その辺の計画性はどうなのかということをお尋ねしたので、私の個人的な考え方として

は単に増やせばいいというものじゃないと思う。やはり公共として、自治体として使うべきとこ

ろは使っていく、そういった姿勢も必要だと思うので、単にこの基金残高が多いからそれでいい

よという問題じゃなくて、やはりそこには基金の計画・目的というものがあるはずなので、そこ

を教えてください。例えば、将来のリスクが２００億円規模であるから、それを目指して増やし

ていくんですよということなのかどうなのか、たまたま今１２７億円の基金があるということじ

ゃなくて、その辺の計画性はあるんですか、目的というものはあるんですかということをお聞き

したので、そういった観点からもう１回御答弁をお願いします。 

 土地開発基金については適切ではない、改善をされたいということで、それは当然なのだが、

私がお聞きしたのは、どういうふうにいつまでに改善するんですか。当然、そこまで認識をされ

ているのなら早急に手を打たれるんだろうと思うが、その辺をお聞かせくださいと最初から申し

上げている。結局３回目になってしまいました。３回目はきちっと御答弁をお願いしたいと思い

ます。 

○議長（小田 貞利君）  中元総務部長。 

○総務部長（中元 辰也君）  最初に、顧問弁護士の委託料のことについての御質問にお答えいた

します。 

 最初におわびを申し上げますが、私の答弁の仕方が大変悪かったのであろうと思っております。

個別の案件については個別で契約をしております。そういったところが先ほどからの答弁でちょ
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っと漏れておりましたので、おわびをさせていただきたいと（「別契約」と呼ぶ者あり）はい

（「別契約」と呼ぶ者あり）別契約でしております。 

 それと、基金についてでございます。一番最初の答弁で申し上げたのですが、やはり町の様々

な施設、そろそろ老朽化も進んできております。そういったことへの対策、かなりの金額が今後

必要になってこようかと思っております。それは当然、数年単位で更新できるものではないと私

どもも思っておりますので、そういった不測の事態等も、なおライフラインの更新等も踏まえた

うえでの計画性を持った対応をしていきたいと思っております。 

 土地開発基金のことについてでございます。これはいつまでかという御質問だったと思います。

当然、今、こういった適切ではないような状況でございますので、早急に対応しなければいけな

いと認識をしております。 

○議長（小田 貞利君）  藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  先ほど中元総務部長からも説明がありました財政調整基金の考え方につ

いて、本年度、周防大島町は合併して２０年を迎えるわけでございますが、合併の頃というのは

財政調整基金が本当に２億円ほどしかなかった、そこからスタートをしています。それで、先人

の皆さん、また、職員の皆さんの努力によって、今、財政調整基金に余裕があるということにな

っています。 

 ただ、このたびの報告にあるとおり、令和４年度は財政調整基金の取崩額ゼロだったものが、

令和５年度になると１３億円の取り崩しとなってしまった。先ほども申しましたけれども、これ

は非常に大きいことであるということであります。基金は財政調整基金だけではなくて、町であ

らゆる基金立てをしておるものの１つになるということでありますけれども、それぞれの基金に

はそれぞれの基金の目的があります。財政調整基金についても、これは先ほど中元総務部長から

もお話がありましたとおり、災害のときとかそういったことであろうかと思うんですが、ただ、

具体的にこれだけあれば安心、これだけあれば不安というようなものではないと思います。これ

は町においてどういった形で、例えば町民の皆さんの安心・安全のためにとか、充実のためにど

ういったことが提案できるのかということを町執行部、そしてまた議会の皆さんと協議を重ねな

がら、これは使っていくものなんだろうと思っています。 

 ただ、先ほどから申し上げているとおり、物価高騰であったり、あとは施設の維持管理であっ

たり、そしてまた電気代の高騰であったりというような状況がありますので、ある程度の蓄えと

いうか備え、また、災害等々もありますので、そういった備えは必要になるのかなと考えており

ます。何より大切な蓄えの財政調整基金でありますので、しっかりと活用できるように皆さんで

考えてまいりたいと思っております。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 認定第２号令和５年度周防大島町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、質

疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第３号令和５年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第４号令和５年度周防大島町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、質疑は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第５号令和５年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定について、質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第６号令和５年度周防大島町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定について、質疑

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第７号令和５年度周防大島町下水道事業特別会計決算の認定について、質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第８号令和５年度周防大島町病院事業特別会計決算の認定について、質疑はありませんか。

田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  １点だけお尋ねをいたします。今回、５０億円近い決算というこ

とで、決算以前の話になるのだが、これ、前々から住民の方からもお聞きしていて、現状は変わ

らない。大きな事業をしながら、例えば、診察を拒否されたとか、休日・夜間、それから救急が

受け入れられなかったとか、事情はあると思うが、毎年変わらず、そういう苦情をお聞きします。
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何でこれが解決できないのかなと思うような小さい話や通院バスの問題とか、そういったことも

ずっと変わらずお聞きしております。 

 １つは説明責任の問題もあるとは思うが、この決算をする前の話として、こういったことに対

して病院がどういう認識を持たれておられるのか、何が原因でどうすれば解決ができると考えて

おられるのか、その辺をお聞かせいただければと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（小田 貞利君）  山中病院事業局総務部長。 

○病院事業局総務部長（山中 茂雄君）  ただいま御質問がありました現状の診察の体制、また、

通院バスの状況についての御質問でございます。 

 救急医療体制というのは非常に重要だと思っております。現在、医師の高齢化や医師不足が、

顕著に現れております。しかしながら今、大島病院と東和病院は、救急告示病院という救急体制

を取っており、医師の確保も一生懸命頑張っておりますし、柳井広域消防とも救急車を含めた地

域の救急医療体制をどうしていくのかということも真摯に協議しております。中でも常勤の医師

と非常勤医師にも、救急をなるべく取ってくださいと言っている。じゃあどういうふうな体制を

取るべきなのかということを今、中で一生懸命議論しております。 

 先ほども申し上げましたように、以前は山口大学の医局から常勤医師を含めた医師が派遣され

ておりましたが、今は非常勤医師のみとなっております。今、山口大学の医局も非常に厳しい状

況と聞いておりますが、その中でも何とか非常勤医師は送っていただいております。ほかの大学

もしかりですけれども。 

 その中で、今、第２期再編計画を考えておりますけれども、地域の住民の方々がしっかり安心

して医療を受け続けることができる、救急車を含めて何とかこの島で診るべき医療、やはり大き

な事故とかになりましたらなかなかこの島だけでは診ることが難しいと思いますので、島外に搬

送ということになろうかと思いますが、この島の中で入院も含めた救急は何とか診れる体制をつ

くっていく、維持していきたいと考えております。 

 通院バスについても、町長部局の公共交通の見直しに病院事業局も入って一生懸命考えており

ます。ぜひ、これは第２期再編計画でも記載をしていきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。竹田議員。 

○議員（４番 竹田 茂伸君）  田中議員の質疑と似ているのですが、平成３０年度から令和５年

度の損益計算書をちょっと見ておると、先ほど石原病院事業管理者が言われたように、患者が減

ったからということはもう十分わかっております。そして、今、山中病院事業局総務部長が言わ

れたように、努力をされておるというのも、私、最近特にわかります。よく動かれておるなとい

うこともわかっています。ただ、問題として、今回、純損失が約５億１,０００万円、その前は



- 38 - 

新型コロナウイルス感染症関連の補助金の関係があったから３年間はプラスになっております。

また、その前の令和元年度決算は約２億６,０００万円の赤字、その前の平成３０年度決算が約

５億９,０００万円の赤字ということで、令和５年度純損失が約５億１,０００万円、このままで

おると恐らく大きな何かがなければ改善するのは難しいのではないかと思うんです。そこの辺り

の手立てを、今から考えていただけるとは思うんですが、今年度認定をする中でやるべきことは

やったのか、まだやりたいことがいろいろあるんだというところがあれば、答弁をお願いしたい

なと思います。よろしくお願いします。 

○議長（小田 貞利君）  山中病院事業局総務部長。 

○病院事業局総務部長（山中 茂雄君）  ただいまの収支に関しての御質問ですけれども、我々、

昨年度、周防大島町病院事業経営強化プランを策定しまして、この計画の中での黒字というもの

を掲げておりますが、それは病院だけでございまして、実は、介護も含めて大きな赤字を計上し

ております。令和５年度５億円以上の赤字決算となったわけですけれども、要因としましては、

施設が分散しておりまして、人の動きも含めて、非常に赤字体質の要因になっております。そこ

は第２期再編計画の中でしっかりと集約化させていただきまして、先ほど石原病院事業管理者が

申し上げましたように、町民の方々に御迷惑をおかけしない形で医療や介護、公と民の役割分担

しっかり踏まえて、民業圧迫とならないような形で、公立が公立でなければ担えない分野への重

点化をしつつ、この島に医療、また、必要な介護を残していける体制を今、検討しております。

次の令和６年第４回定例会では、ある程度の形をお示しできるように、今、鋭意準備しておると

ころでございますので、よろしくお願いします。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 お諮りします。決算認定の質疑が終了しましたので、認定第１号令和５年度周防大島町一般会

計歳入歳出決算の認定についてから、認定第８号令和５年度周防大島町病院事業特別会計決算の

認定についてまでの８議案を本日配付しております議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付

託することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  異議なしと認めます。よって、認定第１号令和５年度周防大島町一般会

計歳入歳出決算の認定についてから、認定第８号令和５年度周防大島町病院事業特別会計決算の

認定についてまでの８議案を本日配付しております議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付

託することに決定いたしました。 

 暫時休憩します。 
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午前11時58分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（小田 貞利君）  休憩前に引き続き会議を再開します。 

 執行部より、報告第１号について訂正をさせていただきたいとの申出がありました。これより

執行部に説明をさせます。中元総務部長。 

○総務部長（中元 辰也君）  議案つづりの４ページにございます報告第１号放棄した債権の報告

についての令和５年度債権放棄調書の表にあります一番下の合計件数のところに１３件と記載を

しておりますが、正しくは１２件の誤りでございます。また、私が補足説明をした際も、同じく

１３件という発言をしておりますので、正しくは１２件と訂正をさせていただければと思います。

大変申し訳ございませんでした。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりました。ただいまの件については、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓの

データを正しいものに更新するよう指示いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．議案第１号 

○議長（小田 貞利君）  日程第１９、議案第１号令和６年度周防大島町一般会計補正予算（第

２号）を議題とします。 

 補足説明を求めます。中元総務部長。 

○総務部長（中元 辰也君）  議案第１号令和６年度周防大島町一般会計補正予算（第２号）につ

きまして補足説明をいたします。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、第１条に定めますとおり、既定の歳入歳出予算の総額に５億８,３１６万

７,０００円を追加し、予算の総額を１６６億９,２９０万２,０００円とするとともに、第２条

において地方債の補正を行うものでございます。 

 その概要につきまして、事項別明細書により御説明をいたします。 

 １１ページをお願いいたします。 

 歳入につきまして、１０款１項１目地方交付税は、令和６年度の普通交付税交付額が６７億

１,０６０万７,０００円と決定されましたことから、当初予算との差額１億１,０６０万

７,０００円増額するものでございます。 

 １４款国庫支出金１項国庫負担金３目災害復旧費国庫負担金は、令和６年７月１０日からの梅

雨前線豪雨災害により被災した町道日見崎線災害復旧工事に対する公共土木施設災害復旧費負担

金３６６万８,０００円の計上でございます。 
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 ２項国庫補助金１目総務費国庫補助金は、６月補正において計上した物価高騰対応重点支援地

方創生臨時交付金の給付金・定額減税一体支援枠分につきまして、交付限度額（概算分）の見直

しに伴い、２,１６８万３,０００円の追加計上でございます。 

 ３目衛生費国庫補助金は、子宮頸がんワクチン接種にかかるマイナンバー情報連携システム改

修に対する感染症予防事業等国庫補助金８万３,０００円の計上でございます。 

 ５目土木費国庫補助金は、道路新設改良事業に対する活力創出基盤整備交付金の配分額減額に

伴い、１,６４４万９,０００円の減額でございます。 

 ６目消防費国庫補助金は、木造住宅耐震診断調査業務の単価の減及び申込件数の増加見込みに

伴い、住宅・建築物耐震改修等事業交付金１６万９,０００円の増額でございます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 １５款県支出金２項県補助金２目民生費県補助金は、県が新たに取り組む事業として、保育所

における３歳未満児クラスへの保育士加配支援にかかる、こどもまんなか保育体制強化事業補助

金や保育の無償化事業にかかる、やまぐち子育て応援第２子以降保育料無償化事業費補助金、多

子世帯保育所副食費軽減事業費補助金など、合計７２４万２,０００円の計上でございます。 

 ４目農林水産業費県補助金１節農業費補助金の新規就業者等産地拡大促進事業補助金は、イチ

ゴハウス施設整備事業の新規計上や選果機改修事業費の変更などにより１,０７４万４,０００円

の追加計上でございます。 

 ２節水産業費補助金の新規漁業就業者定着促進事業費補助金は、県の補助金上限額引き上げに

伴い、１００万円の追加計上でございます。 

 ６目消防費県補助金は、木造住宅耐震診断調査業務の単価の減及び申込件数の増加見込みに伴

い、山口県民間建築物耐震改修等推進事業費補助金２２万２,０００円の計上でございます。 

 ７目教育費県補助金は、浮島小学校校務員経費が教員業務支援員配置事業補助金の対象となっ

たことから、交付予定額３５万円を計上しております。 

 １７款１項寄附金３目民生費寄附金は、社会福祉や、まちおこしのために５００万円の御寄附

をいただきましたことを受けての計上でございます。今後、寄附金の活用策を検討し、事業費の

予算計上は令和７年度当初予算で計上する予定ですので、今年度は本寄附金をまち・ひと・しご

と創生基金に全額積立てを行い、事業実施の際の財源とする予定でございます。 

 １３ページをお願いいたします。 

 １８款繰入金１項基金繰入金１目財政調整基金繰入金は、財政調整基金の取り崩しを９,５５７万

円減額し、財源調整を行うものであります。 

 ６目ふるさと応援基金繰入金は、陸上競技場本部棟屋根補修工事の財源として１,４７７万

３,０００円の計上でございます。 
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 １９款１項１目繰越金は、令和５年度からの繰越金が４億３３８万５,７２８円でありました

ので、当初予算額１,０００万円との差額３億９,３３８万５,０００円を追加計上するものでご

ざいます。 

 ２０款諸収入４項２目雑入につきまして、Ｂ＆Ｇ財団修繕助成金は、Ｂ＆Ｇ海洋センタープー

ル改修事業に対する助成金の決定通知に伴い、１億円を計上しております。 

 スポーツ振興くじ助成金は、長浦スポーツ海浜スクエア多目的グラウンド人工芝改修事業に対

する助成金の交付内示に伴い、６００万円の減額計上でございます。 

 後期高齢者医療療養給付費負担金過年度精算分は１,８６９万１,０００円を、観光施設の修繕

経費に対する観光交流助成事業助成金は５００万円を、また、新型コロナウイルスワクチン接種

費用の増額に対する新型コロナ定期接種ワクチン確保事業助成金は１,９０９万円を計上してお

ります。 

 １４ページお願いいたします。 

 ２１款１項町債につきまして、４目過疎対策事業債、６目合併事業債、７目災害復旧事業債は、

各事業費の調整に伴う計上でございます。また、５目の臨時財政対策債は、限度額の確定に伴う

計上でございます。 

 次に、歳出でございます。 

 １５ページをお願いいたします。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費の行政一般管理経費は、町制２０周年記念行事にか

かる報償費、児童手当拡充に対応するための人事給与システム改修委託料として合計８２万

４,０００円の計上でございます。 

 ５目財産管理費の基金管理経費は、地方財政法第７条第１項に基づき、令和５年度決算剰余金

の２分の１以上を財政調整基金へ積み立てるため、２億２００万円の積立金と、歳入の寄附金で

御説明したとおり、まち・ひと・しごと創生基金への積立金５００万円の計上でございます。 

 ６目企画費の企画一般経費は、令和５年度物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業の実

績に伴う償還金３８３万４,０００円の計上でございます。 

 ７目支所及び出張所費について、久賀支所管理経費は、久賀庁舎内の全熱交換器ロスナイ故障

による取替修繕費など５０万４,０００円の計上でございます。大島支所管理経費の修繕費は、

保守点検結果による集合排水処理施設のばっ気ブロア分解修繕のほか、吸収式冷温水機の故障部

品の交換修繕など２６１万２,０００円を計上しております。また、地域の要望に対応するため、

久賀・大島・東和・橘の道路等維持管理経費に工事請負費を、東和・橘の小規模施設整備事業費

に補助金を追加計上いたしております。 

 １６ページの一番下、日良居出張所経費は、日良居公民館の雨漏りに対する防水工事費５８万
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３,０００円の計上でございます。 

 １７ページをお願いいたします。 

 ２項徴税費１目税務総務費の返還金及び還付金等は、町税の償還額増加見込みに伴い、償還金

２２０万円の追加計上でございます。定額減税補足給付金事業（物価高騰対策給付金）は、定額

減税補足給付金の給付対象者増加見込みによる６００万円の追加計上でございます。 

 ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費の福祉医療事業は、過年度分の福祉医療費高額

療養費償還金１３９万９,０００円の計上でございます。 

 社会福祉施設整備事業経費は、デイサービスセンター和田苑の浴水循環ろ過装置の不具合によ

る電動弁取替修繕とデイサービスセンターしらとり苑の雨漏り修繕にかかる修繕費として合計

６９万３,０００円の計上でございます。 

 行旅病死人取扱事業は、令和３年度に身元不明人の行旅病死人として本町が埋火葬を執行した

案件について、遺族による費用弁済があったため、県から支弁されていた行旅病死人取扱費の返

還金４万６,０００円を計上いたしております。 

 ２目障害福祉費の障害福祉一般経費は、自立支援給付費負担金等にかかる国・県補助金の前年

度精算による償還金１,７３２万６,０００円の計上でございます。 

 障害者地域生活支援事業は、自動車運転免許取得費助成事業の申請件数増加見込みに伴い、

１０万円の追加計上でございます。 

 １８ページをお願いいたします。 

 ５目介護保険対策費の介護保険対策事業は、低所得者保険料軽減負担金にかかる国・県負担金

の前年度実績等による償還金１１３万７,０００円を計上いたしております。 

 ２項児童福祉費１目児童福祉総務費の児童福祉総務一般経費は、子ども・子育て支援交付金な

ど国・県補助金の前年度実績による償還金１,１１２万８,０００円を計上しております。 

 ４項保育所費の久美保育所運営経費は、人事異動による職員配置に伴う会計年度任用職員の給

料の減及び園児の新規入所に対応するため、会計年度任用職員の報酬等の増額など人件費の補正

が主なものでございます。 

 １９ページをお願いいたします。 

 ５目保育所運営費の私立保育所運営経費は、こどもまんなか保育体制強化事業補助金７９０万

円を新規計上しております。本事業は、保育所における３歳未満児クラスへの保育士の加配支援

を行うことにより、保育士の業務負担軽減や保育の質の向上を図ることを目的として補助金を交

付するもので、財源として県補助金を充当しております。また、県が第２子以降保育料無償化事

業費補助金を交付することとなったため、財源の調整を行っております。 

 ３項生活保護費１目生活保護総務費は、医療扶助費等国庫負担金等の前年度精算による償還金
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４,４２５万４,０００円の計上でございます。 

 ４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費の保健総務一般経費は、新型コロナウイルスワ

クチン接種関連事業などの国・県補助金等の前年度精算による償還金２２７万円の計上でござい

ます。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 ２目予防費の予防接種事業は、新型コロナウイルスワクチン接種費用が見直され、７,０００円

から１万５,３００円に増額となるため、予防接種委託料１,９０９万円の追加計上でございます。 

 なお、増額分に対しては、国の基金管理団体から助成金が交付されることとなっております。 

 予防接種システム改修の４３万５,０００円は、子宮頸がんワクチン接種にかかるマイナン

バー情報連携システム改修経費の計上でございます。 

 ３目環境衛生総務費の施設維持管理費は、旧ウインドパークのグラウンド内トイレの維持管理

経費として２２万８,０００円の計上でございます。久賀東庁舎維持管理事業は、久賀東庁舎舗

装工事において、舗装面積の増加に伴い工事請負費１９万８,０００円の追加計上でございます。 

 ４目火葬場費の橘斎場管理経費について、修繕費は、火葬棟の空調設備修繕や換気扇不良によ

る取替修繕として５３万４,０００円を計上しております。斎場発電機リース料は、発電機更新

工事の完成時期が令和７年１月末の予定となったため、現在リース中の発電機のリース期間も更

新工事の完成時期にあわせて延長する必要があることから、２５万円追加計上いたしております。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 ５款農林水産業費１項農業費３目農業振興費の特産対策事業は、イチゴハウス施設整備事業の

新規計上や選果機改修事業費の変更のほか、当初計上事業にかかる県事業の予算配分がなかった

ことによる事業費の調整を行い、新規就業者等産地拡大促進事業補助金４８２万円の追加計上で

ございます。 

 ５目農地費の農業用施設維持管理経費は、地元要望に対応するため、農道補修等の工事請負費

５６８万３,０００円の追加計上でございます。 

 ７目農村環境改善センター費の蒲野センター管理運営経費は、健康管理室の雨漏り修繕、舞台

つり物制御盤の部品交換にかかる修繕費１２１万３,０００円の計上でございます。 

 ３項水産業費２目水産業振興費の水産振興対策事業は、浮島江ノ浦地区重油タンク新設工事に

対する漁業経営構造改善事業補助金３,２８０万円の計上でございます。 

 新規漁業就業者確保育成推進事業補助金は、県の補助要綱改正による補助金上限額の引き上げ

に伴い、漁船リース事業の補助金２００万円の追加計上でございます。 

 ３目漁港管理費の漁港施設管理事業は、梅雨の長雨により漁港内や河口に堆積した土砂等の浚

渫工事費として５００万円を計上しております。 
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 ２２ページをお願いいたします。 

 ６款１項商工費１目商工総務費の旧ウインドパーク管理経費は、コンデンサ取替経費とコンデ

ンサに低濃度ＰＣＢの含有があった場合の処分費として、合計７２万円の計上でございます。 

 ３目観光費の竜崎温泉管理運営経費は、不具合が生じているボイラーの修繕、老朽化による露

天風呂デッキ修繕及びろ過ポンプ等の修繕費として４５０万円の計上でございます。 

 ７款土木費２項道路橋りょう費１目道路橋りょう維持費は、財源の調整でございます。 

 ２目道路新設改良費の道路新設改良事業は、橋りょう補修設計業務において現地踏査による試

験項目の追加や下部工等の設計の追加が必要となり、事業費の調整のため、委託料及び工事請負

費の補正でございます。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 ６項住宅費１目住宅管理費の公営住宅維持管理経費は、今後見込まれる入居前修繕や維持修繕

経費として１,４４９万円を計上いたしております。 

 ８款１項消防費２目非常備消防費の消防団活動事業は、船舶の借上件数増加見込みにより、車

両船舶借上料１１万６,０００円の追加計上でございます。 

 ４目災害対策費の災害対策事業費は、木造住宅耐震診断調査業務の契約予定先変更による単価

の減と申込件数増加に伴う耐震診断の委託料３３万７,０００円の追加計上でございます。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 ９款教育費１項教育総務費２目事務局費につきまして、廃校利用対策経費は、旧城山小学校グ

ラウンド周辺の樹木がネットを突き破り、近隣民家等への影響を考慮し早急に樹木の剪定を行う

必要があるため、委託料４７万８,０００円を計上しております。 

 スクールバス管理運営経費は、秋地区から１年生児童が安下庄小学校に入学し、下校時間は高

学年児童と異なるため、秋地区から安下庄小学校間の送迎タクシーの追加運行が必要となったた

め、５６万１,０００円の追加計上でございます。 

 ２項小学校費１目学校管理費の小学校施設管理経費は、三蒲小学校校舎の雨水排水桝に樹木の

根が詰まり排水できないため、雨水排水修繕と今後見込まれる学校施設修繕費として、合計

８９万６,０００円を計上しております。 

 ３項中学校費１目学校管理費の中学校施設管理経費は、電気工作物保安点検により大島中学校

の汚水処理装置制御盤の修繕が必要となったため、制御盤修繕と今後見込まれる学校施設修繕費

として、合計４３万６,０００円を計上いたしております。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 ４項社会教育費２目公民館費につきまして、久賀公民館管理運営経費は、舞台機構点検結果に

よる舞台設備のワイヤー等の修繕費８７万８,０００円の計上でございます。 
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 大島公民館管理運営経費は、会計年度任用職員の任用年数に応じた人件費の追加計上でござい

ます。 

 ５目社会教育施設費につきまして、大島文化センター管理運営経費は、吸収式冷温水機の故障

部品の交換修繕費として９２万４,０００円の計上でございます。 

 東和総合センター管理運営経費は、東和総合センター前の駐車場出入口付近に地下に埋設した

水路を塞ぐためのグレーチングを設置しておりますが、このグレーチングを支えているＨ鋼材の

腐食により落下の危険性があるため、Ｈ鋼材取替修繕と東和総合センター階段吹抜部の雨漏り修

繕として、合計４８万１,０００円の計上でございます。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 ５項保健体育費１目保健体育総務費の保健体育一般経費は、スポーツ振興事業の事務補助にか

かる会計年度任用職員の任用形態変更による人件費の調整でございます。 

 ２目体育施設管理費の健康管理センター管理運営経費は、農業者健康管理センターのアリーナ

天井の照明器具故障に伴う照明器具取替修繕費６０万２,０００円の計上でございます。 

 海洋センター管理運営経費は、Ｂ＆Ｇ海洋センタープール改修工事にかかるプール槽搬入前工

場検査に要する普通旅費４万６,０００円。 

 ２７ページの修繕費には、すぱーく大島の雨漏り修繕等８３万９,０００円の計上でございま

す。 

 総合体育館・陸上競技場管理運営経費は、老朽化に伴う白木公有地施設キュービクル修繕費

１１８万６,０００円を、手数料は下水道接続工事に必要となる白木公有地浄化槽の不明水引抜

手数料１５万１,０００円を、工事請負費には、陸上競技場本部棟の屋根補修工事と陸上競技場

下水道接続工事として３,４０４万３,０００円の計上でございます。 

 ３目学校給食費の久賀学校給食センター管理運営経費は、不具合が生じている事務室のエアコ

ン取替修繕と故障中の保存食冷凍庫の購入費として、合計８３万９,０００円の計上でございま

す。 

 １０款災害復旧費２項公共土木施設災害復旧費１目道路橋りょう災害復旧費の現年度道路橋り

ょう補助災害復旧事業は、令和６年７月１０日からの梅雨前線豪雨災害により被災した町道日見

崎線災害復旧工事費６５０万円の計上でございます。 

 ２８ページをお願いいたします。 

 １２款諸支出金１項１目繰出金につきまして、他会計繰出金は１億１,２６９万２,０００円の

計上となっております。 

 介護保険事業特別会計繰出金は、補正に伴う繰出金の調整でございます。 

 病院事業特別会計繰出金は、普通交付税の確定による調整と公債費にかかる繰出金の算定基準
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を国の繰出基準に準じ、増額を行っております。 

 以上が歳入歳出予算補正の概要でございます。 

 続きまして、６ページにお戻りいただきたいと思います。 

 地方債の補正についてでございます。 

 公共土木施設災害復旧事業債の追加、過疎対策事業債、臨時財政対策債及び合併特例事業債の

補正に伴う限度額の変更を行うものでございます。 

 以上が、議案第１号令和６年度周防大島町一般会計補正予算（第２号）についての概要でござ

います。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようお願い申し上げ補足説明を終わらせてい

ただきます。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりました。これより質疑を行います。 

 議案第１号、質疑はありませんか。白鳥議員。 

○議員（３番 白鳥 法子君）  説明をお伺いしたうえでいくつか確認したい点がありますので、

御質問させていただきます。 

 まず、１９ページ、民生費の中で、保育所運営について、県のほうでこどもまんなか保育体制

強化事業というものが今年度はじまるということで、町に関係するところとして、３歳未満児ク

ラスへの保育士の加配を要件に、各保育園に補助金が出るということなのかなと理解しているん

ですけれども、これは町内の保育園全てが加配をするのか、それに伴い各保育園に補助金を出さ

れるのか、それともいくつかの保育園に限られるのか、分かれば教えてください。 

 また、２１ページ、農林水産業費の中で、農業用施設維持管理経費の増額がございました。御

説明によりますと、これは地元要望による農道の補修に対応するための増額ということでござい

ましたが、これは町内にかなりの箇所があるのか、それとも大規模に修繕が必要などこか特定の

箇所なのか教えてください。 

 次に、２３ページ、消防費の中で、災害対策費としまして、木造住宅の耐震診断の委託料につ

いて増額がございました。こちらは、耐震診断を希望する件数が増える見込みであるということ

と、その診断をする事業者が変わって単価が下がった。それで増減の結果、増額という説明でご

ざいましたが、耐震診断の件数というのは近年においても今年は特に多くなりそうということな

のかという点と、診断を行っていただく契約先というのは、毎年、例えば見積りにより業者を選

定されているのかどうか、その２点を教えてください。 

 最後に、２６ページ、教育費の中で、スポーツ振興事業の会計年度任用職員の任用形態が変わ

って人件費が減額になるというお話だったかなと思うのですが、これはどういった事業に携わっ

ていただく会計年度任用職員の業務で、どういう形態からどういう形態に変わって減額になった
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のか教えてください。 

 以上です。 

○議長（小田 貞利君）  中村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（中村 晴彦君）  白鳥議員からのこどもまんなか保育体制強化事業補助金につい

ての御質問ですが、この話が県から来たときに、町内の保育所でつくっている保育協会の会議の

中で、この事業について説明させていただいて、手をあげてきた園が町内３園でございます。 

 以上です。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  農業用施設維持管理経費についてですが、具体的に申し上

げますと、農道３件の補修工事になっております。状態は、補足説明の中にもありましたが、地

元からの要望ということになっていますが、傷みが激しいので、要望を聞いたうえで補修をする

ということです。たちまち道路が落下するということではないんですが、溝ができていたり通行

に不便を生じているので、今回補正予算にあげて対処するということにいたしました。 

○議長（小田 貞利君）  梅木総務課長。 

○総務課長（梅木 義弘君）  私からは、耐震診断の委託料の変更というところで、件数は今年度

かなり増えているというのが実際のところであります。当初予算の見込み数よりも相当増えてお

ります。 

 業者につきましては、たくさんあるわけではなく、これまでは県の建築士事務所協会にずっと

お願いしておりました。年々単価が高くなってきているという現状がありまして、今年度に入り、

県などにほかに業者があるかどうかを確認したところ、建築士会という建築士事務所協会ではな

く山口県建築士会というところもありますと、御紹介を受けまして見積りを取ったところ、単価

が約４万円違うということが判明しましたので、今年度より新たに契約先を変えたことで単価が

下がったというところでございます。 

○議長（小田 貞利君）  木谷教育次長。 

○教育次長（木谷  学君）  教育費の保健体育一般経費の人件費のことですが、まず最初に、フ

ルタイムの会計年度任用職員を任用する予定でおったんですが、公募をしてもなかなか応募がな

いという実態がございました。それで、任用形態をフルタイムからパートタイムに変更して募集

をかけるために、こういうふうなことになったところでございます。 

 以上です。 

○議長（小田 貞利君）  白鳥議員。 

○議員（３番 白鳥 法子君）  御説明ありがとうございました。 

 まず、耐震診断について再質問させていただきたいんですけれども、これは例年、当初予算で
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は何件ぐらいで、このぐらいと予算が立てられているかと思うんですけれども、この財源として

は全て国と県の支出金でということで、これは今回のように結構予定よりも多く診断したい方が

いたということになると、年度内にある程度追加で認められるということが多いのかどうか。例

えば、もう枠がいっぱいだから来年度にという話にならずにできるのかどうかを教えていただき

たいというところと、２６ページの教育委員会の会計年度任用職員がフルタイムではなかなかい

なかったので、パートタイムということですが、それはパートタイムを何人か組み合わせてフル

タイムに見合うぐらいの業務量をカバーできるようにされたということなのか、そもそもフルタ

イムではなくパートタイムで十分賄える業務量であるという御判断なのか、その点を教えてくだ

さい。 

○議長（小田 貞利君）  梅木総務課長。 

○総務課長（梅木 義弘君）  ただいまの耐震診断の御質問でございます。当初予算の段階では、

本年度に関しましては１２戸の耐震診断を予定しておりました。大体毎年１０戸前後の予算を計

上しておりますけれども、本年度、既に要望自体が２０件近くあり、倍近く要望があがっている

状態でありますので、今回の補正をせざるを得なくなったという状況もあります。 

 それから、財源につきましては、国が２分の１、県が４分の１、残りの４分の１が町の一般財

源ということになっております。まだ申請自体はこれから行いますので、変更は今のところはま

だしない予定ですけれども、当初申請でやる予定です。 

 これまでも、年度途中、一旦申請をして最終的に変更が可能な場合もありますが、これも国や

県の予算の関係もあるので、絶対できるという保証があるものではありませんので、一旦申請し

て、補助にのれない場合には次年度に回っていただくということも過去にございました。可能で

あれば当年度で行いたいところではあるんですが、場合によっては翌年度に回っていただくとい

うこともあると認識していただければと思います。 

 以上です。 

○議長（小田 貞利君）  木谷教育次長。 

○教育次長（木谷  学君）  フルタイムからパートタイムへの形態を変更したことによるパート

タイムの今の任用形態──時間ですが、今、週２日から週３日の任用をしております。その他に

ついては正規職員がその分対応して、乗り切っているというところでございます。 

 以上です。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  ３点ほどお尋ねをいたしますが、２１ページの農業振興、水産振

興の補助金の増額理由は御説明のとおりなんでしょうけれど、この補助金についての上限という

んですか、ある程度の規制というか基準があるのではないかと思うが、その辺はどのように考え
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ておられるのか御答弁をお願いします。 

 それから、２２ページ、旧ウインドパークの管理経費ということで、２０ページにも旧ウイン

ドパークの関係で御説明がありましたけれど、旧ウインドパークは、たしか無償貸付けでもう利

活用がされているのではないかと思うのですが、その辺の関係というか、状況はどうなっている

のか。町がこうやって予算を講じなければならない状況なのかどうか、御説明をお願いします。 

 ２３ページの公営住宅の修繕費ですが、先ほどの御説明では、今後見込まれる入居前修繕費等

で計上されているということですが、これはもう具体的に入居の案件があるから、それに対する

修繕費ということでよろしいのかどうか、御答弁をお願いします。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  まず、農業それから水産業に対する補助金の上限というこ

とですが、農業関係は基本的に上限というのは定められておりません。ただ、今回、補正にもあ

がっております漁船リース事業ですが、上限が１件あたり事業費で８００万円と決められており

ます。決められておりますといいますか、今までは上限が４００万円だったのが、８００万円に

変わったということになります。それ以外には、基本的に上限額というのは定められていないと

いう状態です。 

 旧ウインドパークの件ですが、まず無償貸付けについては、今、利活用者検討委員会開催中で

して、検討をしているところです。今回、予算を計上しましたのは、まだ利活用者が決まってい

ませんので、管理は町ということになります。電気工作物の法令点検でコンデンサがもう経年劣

化している。このまま放置すれば火災等の原因にもなるので取り替えること、という指摘がござ

いましたので、この補正予算に計上させていただいて取替をするということにしております。 

 公営住宅の修繕費についてですが、これは以前の議会でも話が、こういう御質問があったと思

うが、非常に一般の修繕、それから入居前修繕件数の見込みを立てることが難しいというのが案

件としてあります。ですから、当初予算においてある程度の予算を計上し、９月なり１２月

で──昨年度は１２月で補正をしましたけれども、今年度は新たな入居応募者が多かったもので

すから、ちょっと前倒しという言い方はおかしいですが、今９月補正にて計上させていただいて

おります。ですから、田中議員が今おっしゃられた、具体的に入居前修繕が何件かというのは、

年４回募集をかけますので、なかなか予測は立てづらいというのが実情でございます。 

○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  補助金の関係でもう１回質問しますが、補助金要綱での、補助金

の規定での規制ということじゃなくて、予算上、町が予算を組むにあたって、補助金というのは

経常経費ではないですから、政策的経費で、やはり一定の補助をするわけですから、その目的も

その意義もあるわけですが、今回の補正もそれを無制限に、ちょっと理由は分かりません、理由
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というか、その経緯は分かりませんけれど、当初、例えば１,０００万円の予算を組んで、足り

なくなったから２,０００万円にあげますというものでは補助金はないと思うので、やはりそこ

は町が予算を編成するにあたって一定の補助金の枠というんですか、上限というのは決めておく

べきではないかなと思うが、その辺のお考えはないのかどうかというのをお聞きしたのだが、も

う１回御答弁をお願いします。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  今の御質問は、県の補助に限らず、町単独の補助金に対し

ても同じことが言えると思います。例えば、農業に対する補助金、それから水産業に対する補助

金というのは、当初予算を立てる前に要望を必ず聞きます。全ての要望をかなえることができる

わけではありません。これは次年度に回してほしいとかといったところです。ですから、具体的

な上限金額というのは決めていないんですが、やはりそこは町全体の予算の中でどこまで出せる

かという、予算査定での処理になってくると思います。ですから、あがってくれば上限なくどこ

までもということではありません。来年度はどれぐらい要望があるかという調査をしたうえで、

その中で町がどれぐらいの予算を組めるかというのが毎年の判断になっております。 

○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  そうなのだろうが、私が申し上げているのは、今回、当初予算で

はなく補正予算の審議なので、そこは要望があがってきたから予算をつけますよ、そういう面も

事情によっては、ある程度は必要であると思います。ただ、それはもう限定的に、極めて限定的

に抑制的に対応すべき話で、基本的には一旦、補助金の枠を決めたら、同一年度中はその枠内で

収める努力をする、努力するというか、収めるという対応をするのが一般的、普通ではないかな

と思う。今回、こうやって多額の補正があがっているということについて、今回、上限はないに

しても、規制はないんだけれど、それは私は設けるべきじゃないのかというのが１つの今の意見

です。今回、それを設けていない、でも、それをフリーにして枠を外してどんどん今回も補正し、

また、次も要望があがってきたから補正しますというようなやり方では規律が保てませんよね。

そこをどう考えますか。そういうふうに考えておられることはないと思うが、そこの認識を、執

行部の認識をただしたいと思いますので、もう１回、そういった観点から御答弁をお願いいたし

ます。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  今、田中議員のおっしゃったとおりで考えております。ま

ず、先ほど申し上げたのは、当初予算においてどれぐらい組めるかということ。それから、今回、

例をあげますと、水産振興対策に対する漁業経営構造改善事業補助金があがっています。漁業協

同組合や皆さんにお願いしているのは、基本的には当初予算だけです。ただし、金額ではないで
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すが、緊急性やむを得ない状況があれば、それだけは補正をしましょうということはお話しをし

ております。 

 実際、今回補正としてあげていますのが、漁業経営構造改善事業の給油タンクです。というの

が、浮島漁港に対して今まで燃油を配達していた業者が廃業するということが決まったそうです。

そうすると、もう燃料を浮島に運んでいけなくなってしまいます。なぜ補正であげたのかといい

ますと、重油を一番消費するのはいりこの加工場になります。大体いりこの加工場というのは

６月から稼働するわけですが、来年の当初予算では間に合わない恐れがありますので、本補正に

計上させていただきました。 

 田中議員のおっしゃるとおり、出てきたから全てではありません。基本的には当初予算内でや

ってください。ただし、非常時、状態が緊急であれば、補正で計上するという姿勢は取っており

ます。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１号令和６年度周防大島町一般会計補正予算（第

２号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小田 貞利君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．議案第２号 

日程第２１．議案第３号 

日程第２２．議案第４号 

○議長（小田 貞利君）  日程第２０、議案第２号令和６年度周防大島町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第２号）から、日程第２２、議案第４号令和６年度周防大島町介護保険事業特別会

計補正予算（第１号）までの３議案を一括上程し、これを議題といたします。 

 補足説明を求めます。中村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（中村 晴彦君）  それでは、議案第２号から議案第４号の補足説明をいたします。 

 議案第２号令和６年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について補足

説明を行います。 
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 今回は、令和５年度決算に伴う精算の補正でございます。 

 補正予算つづりの２９ページをお願いいたします。 

 第１条で、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５,７７８万５,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ２４億８,１１２万８,０００円とするものでございます。 

 詳細につきましては、事項別明細書で御説明いたします。 

 ３７ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明いたします。 

 ６款繰越金は、前年度決算に伴い、５,７７８万５,０００円を増額するものでございます。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 ３８ページをお願いいたします。 

 ５款基金積立金は、前年度繰越金の発生に伴い、５,７７８万５,０００円を増額するものでご

ざいます。 

 以上が、令和６年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）についての概要

でございます。 

 続きまして、議案第３号令和６年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

１号）につきまして補足説明を行います。 

 今回は、令和５年度決算に伴う精算の補正でございます。 

 補正予算つづりの３９ページをお願いいたします。 

 第１条で、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ５億６２８万円とするものでございます。 

 詳細につきましては、事項別明細書で御説明をいたします。 

 ４７ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明いたします。 

 ４款繰越金は、前年度繰越金を６,０００円追加計上しております。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 ４８ページをお願いいたします。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金を６,０００円追加計上しております。この納付金は、令

和５年度保険料のうち、令和５年度歳出予算により広域連合納付金として支出できなかった保険

料を令和６年度歳入予算に前年度繰越金分として今回補正計上し、歳出予算により広域連合へ納

付するものでございます。 

 以上が、令和６年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）についての概

要でございます。 
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 続きまして、議案第４号令和６年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

きまして補足説明を行います。 

 補正予算つづりの４９ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、令和５年度決算に伴う精算が主なものでございます。 

 第１条で、既定の保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３億１,９２１万

１,０００を追加し、歳入歳出予算の総額を３５億３,３１３万９,０００円とし、介護サービス

事業勘定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１２６万２,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を１,０９９万３,０００円とするものでございます。 

 まず、保険事業勘定の歳入から御説明いたします。 

 事項別明細書の６１ページをお願いいたします。 

 ６款繰入金１項他会計繰入金５目その他一般会計繰入金は、財源調整のための４８万３,０００円

を増額いたします。 

 ３項１目介護サービス事業勘定繰入金は、介護サービス事業勘定の歳入に計上する前年度繰越

金と同額を保険事業勘定に繰り入れるもので、１２６万２,０００円を増額いたします。 

 ７款繰越金は、令和５年度決算に伴う繰越金として３億１,７４６万６,０００円を増額いたし

ます。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 ６２ページをお願いいたします。 

 １款総務費２項徴収費１目賦課徴収費は、過年度の介護保険料の還付金として４３９万

８,０００円を増額いたします。 

 ３項１目介護認定審査会費は、会計年度任用職員の期末手当及び共済費の不足分１５万円を増

額いたします。 

 ３款１項基金積立金１目介護給付費準備基金積立金は、令和５年度決算に伴う介護給付費準備

基金への積立てとして１億９４万７,０００円を増額いたします。 

 ６３ページをお願いいたします。 

 ４款地域支援事業費１項１目介護予防・生活支援サービス事業費は、高額介護予防サービス費

相当分負担金の不足分３万円を増額いたします。 

 ３項包括的支援事業・任意事業費３目地域包括支援センター運営事業費につきましては、公用

車の修繕費として３０万２,０００円を増額いたします。 

 ６款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金につきましては、前年度実績に伴う国・県

等への返還金として２億１,３３８万４,０００円を計上いたします。 

 続けて、介護サービス事業勘定の歳入について御説明いたします。 
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 ６９ページをお願いいたします。 

 ３款１項１目繰越金は、前年度繰越金として１２６万２,０００円を計上いたします。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 ７０ページをお願いいたします。 

 １款サービス事業費１項１目介護予防支援事業費は、保険事業勘定への繰出金として１２６万

２,０００円を増額いたします。 

 以上が令和６年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）についての概要でござ

います。 

 以上で、議案第２号から第４号までの補足説明を終わります。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。質疑は議案ごとに

行います。 

 議案第２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 以上で、議案第２号令和６年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）から、

議案第４号令和６年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）までの質疑を終結し

ます。 

 これより、討論、採決に入ります。議案第２号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第２号令和６年度周防大島町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第２号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小田 貞利君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第３号、討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第３号令和６年度周防大島町後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第１号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小田 貞利君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第４号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第４号令和６年度周防大島町介護保険事業特別会計

補正予算（第１号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小田 貞利君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。 

午後２時05分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時18分再開 

○議長（小田 貞利君）  休憩前に引き続き会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２３．議案第５号 

○議長（小田 貞利君）  日程第２３、議案第５号令和６年度周防大島町病院事業特別会計補正予

算（第１号）を議題とします。 

 補足説明を求めます。石原病院事業管理者。 

○病院事業管理者（石原 得博君）  議案第５号令和６年度周防大島町病院事業特別会計補正予算

（第１号）の補足説明をいたします。 

 この予算は、収益的収入では普通交付税の交付額確定について、収益的支出については企業債

利息確定分について補正し、資本的収入及び支出では、新興感染症対応機器整備にかかる支出と

整備の財源とする補助金について補正するものです。 

 第１条は総則です。 

 第２条の業務の予定量では、（９）の主要な建設改良事業の医療機械器具及び備品購入につい

て、県補助金を活用した東和病院の新興感染症対応のための機器整備により９３５万円を増額補

正し、２億２,９８８万５,０００円としております。 
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 第３条の収益的収入及び支出の収入につきましては、２ページをお開きください。 

 普通交付税の確定により、収入合計で４０３万４,０００円増額補正し、４４億２１０万円と

しております。支出につきましては、企業債利息確定により、支出合計で８,０００円増額補正

し、４９億５７９万８,０００円としております。 

 第４条の資本的収入及び支出につきましては、３ページをお開きください。 

 資本的収入は、東和病院の新興感染症対応機器整備の財源とする山口県医療施設等設備整備補

助金により９３５万円を増額補正し、収入合計で２億７,３２５万円としております。支出につ

きましては、東和病院の新興感染症対応のための自動遺伝子解析装置整備による建設改良費の増

額により９３５万円を増額補正し、支出合計で１０億３,９８３万２,０００円としております。 

 第５条の他会計からの補助金につきましては、普通交付税の確定により１億１,２２０万

９,０００円を増額補正し、１２億６,７８９万９,０００円としております。 

 ４ページをお開きください。 

 第６条の重要な資産の取得及び処分につきましては、先ほどの東和病院の自動遺伝子解析装置

を追加しております。 

 附属資料としまして、５ページ以降に補正予算に関する説明書を添付してございます。 

 以上が、議案第５号令和６年度周防大島町病院事業特別会計補正予算（第１号）の内容でござ

います。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 議案第５号、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  自動遺伝子解析装置、この調達方法は入札なのか、随意契約なの

か、その辺を御説明ください。 

 ６ページの大島看護専門学校事業収益のその他事業外収益が１,４２５万７,０００円減額にな

っていますが、これはどういう内容というか、意味なのかを教えてください。 

○議長（小田 貞利君）  山中病院事業局総務部長。 

○病院事業局総務部長（山中 茂雄君）  ただいまの自動遺伝子解析装置、いわゆるＰＣＲ検査機

器でございますけれども、入札で調達する予定でございます。 

 あと、大島看護専門学校の補正でございますけれども、減の内容で減は、これが企業債の償還

金の──すいません、ちょっと確認をさせていただきます。失礼しました。 

○議長（小田 貞利君）  岬崎病院事業局財政課長。 

○病院事業局財政課長（岬崎 真也君）  ただいまの田中議員の御質問にお答えします。 

 今回、大島看護専門学校事業収益のその他事業外収益のマイナス、こちらにつきましては、今
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回補正をしております他会計補助金のうち、企業債償還部分、こちらの繰り入れの交付税措置額

と繰出基準との差額を計上しております。当初予算につきましては、交付税措置額で繰入金を計

上し、差額をその他事業外収益に計上しております。今回の補正は普通交付税が確定しましたこ

とによりまして、当初計上しておりましたその他事業外収益を減額しまして、他会計補助金を増

額補正したという形となっております。 

○議長（小田 貞利君）  石原病院事業管理者。 

○病院事業管理者（石原 得博君）  すいません、間違っていました。補足説明のところで、第

３条の収益的収入及び支出の収入につきましては、２ページをお開きください。普通交付税の確

定により、収入合計で４３０万４,０００円と言うべきところを４０３万４,０００円と発言して

いまして、訂正させていただきます。４３０万４,０００円です。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。山根議員。 

○議員（５番 山根 耕治君）  ４ページの自動遺伝子解析装置、いわゆるＰＣＲ検査機器という

ものだと思うのだが、これを導入することによってどういった効果が期待されるのか。それから、

なぜこれを今導入しなければならないのかというところを少し町民の方にも分かるように教えて

ください。 

○議長（小田 貞利君）  山中病院事業局総務部長。 

○病院事業局総務部長（山中 茂雄君）  ただいまの自動遺伝子解析装置、なぜこのタイミングで

導入するのかと、その効果はどんなものなのかということでございますけれども、現在、新型コ

ロナウイルス感染症は第２類感染症相当から第５類感染症相当になりましたけれども、日本とい

う国においては、次の感染症からどのように国民を守っていくのかを考えておりまして、やはり

重要なことは早期の検査体制でございます。その早期の検査体制を充実する、迅速にＰＣＲの遺

伝子解析ができる機械をぜひ、１００％の補助金をつけるから導入してほしいという国・県の意

向もございまして、今回、東和病院において手をあげさせていただいたところでございます。こ

れは、通常のＰＣＲの機器であれば２時間以上かかると、手間暇もかかるというものですけれど

も、我々が今この導入を考えておるのはカートリッジ式で、２時間もかからず、もっと早く平易

に解析ができる機械を導入したいと考えておりますので、これは町民の方にとっても、早期のし

かも迅速な検査体制が確立できるということで、効果はあると考えております。 

 以上です。 

○議長（小田 貞利君）  山根議員。 

○議員（５番 山根 耕治君）  ありがとうございます。町民の健康に対する安心・安全にも直結

する事業だと思いますので、ぜひ迅速に進めていただければと思います。よろしくお願いいたし

ます。 
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○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第５号令和６年度周防大島町病院事業特別会計補正

予算（第１号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小田 貞利君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２４．議案第６号 

日程第２５．議案第７号 

○議長（小田 貞利君）  日程第２４、議案第６号周防大島町行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正について

と、日程第２５、議案第７号周防大島町国民健康保険条例の一部改正についてまでの２議案を一

括上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  それでは、議案第６号及び議案第７号について、一括して補足説明を

いたします。 

 まず、議案第６号周防大島町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正についてであります。 

 本議案は、令和５年６月９日に、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律等の一部を改正する法律（令和５年法律第４８号）の制定により、周防大島町行政

手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に

関する条例の一部を改正しようとするものでございます。 

 このたびの改正内容につきましては、新旧対照表により御説明をさせていただきます。 

 第２条及び第４条につきましては、法改正に合わせ、必要な規定等の整備を行うものでありま

す。 

 別表第１については、ちびっ子医療費助成、中学生医療費助成、高校生等医療費助成及び未熟

児養育医療給付を独自利用事務として加えるものでございます。 

 別表第２については、乳幼児助成、ひとり親家庭助成、心身障害者助成、ちびっ子医療費助成、
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中学生医療費助成、高校生等医療費助成及び未熟児養育医療給付の申請において、独自利用事務

の個人番号情報連携が必要となることから、所要の改正を行うものでございます。 

 なお、令和６年１２月２日からマイナンバーカードと健康保険証が一体化され、健康保険証が

廃止されますが、マイナンバーカードを利用した個人番号情報連携により、医療保険被保険者資

格情報、その他の情報等の確認が可能となり、申請時に必要な、さまざまな添付資料の提出を省

略することができるようになるため、申請者の利便性が高まるものと考えております。 

 また、生活保護法に準じて行う、生活に困窮する外国人に対する保護の決定及び実施または徴

収金の徴収に関する事務については、特定個人情報に引用していた行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号）の別表第２が廃止され

たことから、引用条文を改めるものでございます。 

 以上が議案第６号の補足説明であります。 

 次に、議案第７号周防大島町国民健康保険条例の一部改正についてであります。 

 本議案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部

を改正する法律（令和５年法律第４８号）の制定によりまして、関係政令の整備等及び経過措置

に関する政令（令和６年政令第２６０号）が公布され、令和６年１２月２日から施行されること

に伴い、周防大島町国民健康保険条例の一部を改正しようとするものでございます。 

 このたびの改正内容につきましては、新旧対照表により御説明をさせていただきます。 

 第１４条中第９項を第５項に、せず、若しくはをせず、又はに改め、又は同条第３項若しくは

第４項の規定により被保険者証の返還を求められてこれに応じない場合を削り、１０万円を、

１０万円に改めるものでございます。 

 これは、マイナンバーカードと健康保険証が一体化されることに伴い、令和６年１２月２日か

ら国民健康保険被保険者証が廃止され、被保険者証の返還にかかる規定が不要となることから、

所要の改正を行うものでございます。 

 以上で、議案第６号及び議案第７号の補足説明を終わります。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑は議案ごとに

行います。 

 議案第６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（小田 貞利君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 以上で、議案第６号周防大島町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正についてと議案第７号周防大島町国

民健康保険条例の一部改正についての質疑を終結いたします。 

 討論・採決は、今会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２６．議案第８号 

日程第２７．議案第９号 

日程第２８．議案第１０号 

○議長（小田 貞利君）  日程第２６、議案第８号周防大島町陸奥野営場設置条例の一部改正につ

いてから、日程第２８、議案第１０号周防大島町なぎさ水族館設置条例の一部改正についてまで

の３議案を一括上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  それでは、議案第８号から議案第１０号までについて、一括して補足

説明をいたします。 

 まず、議案第８号周防大島町陸奥野営場設置条例の一部改正についてであります。 

 本案は、施設の維持管理のための定期的なメンテナンスを実施するとともに、働き方改革に伴

う労働環境の質的向上と高齢化する施設職員の負担軽減などを図ることを目的に定休日を定める

ため、同施設について定めている周防大島町陸奥野営場設置条例の一部を改正するものでありま

す。 

 それでは、改正内容につきまして、新旧対照表により御説明をさせていただきます。 

 主な改正内容は、第５条に水曜日を定休日とすること及び１２月２９日から１月３日までを年

末年始の休場日と定める内容となっております。 

 なお、この条例は、令和６年１２月１日から施行することとしております。 

 以上が議案第８号の補足説明であります。 

 次に、議案第９号周防大島町立陸奥記念館設置条例の一部改正についてであります。 

 本案は、施設の維持管理のための定期的なメンテナンスを実施するとともに、働き方改革に伴

う労働環境の質的向上と高齢化する施設職員の負担軽減などを図ることを目的に、定休日を定め

るため、同施設について定めている周防大島町立陸奥記念館設置条例の一部を改正するものであ

ります。 

 それでは、改正内容につきまして、新旧対照表により御説明をさせていただきます。 

 主な改正内容は、第５条に水曜日を定休日とすること及び１２月２９日から１月３日までを年
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末年始の休館日と定める内容となっております。 

 なお、この条例は、令和６年１２月１日から施行することとしております。 

 以上が議案第９号の補足説明であります。 

 続いて、議案第１０号周防大島町なぎさ水族館設置条例の一部改正についてであります。 

 本案は、施設の維持管理のための定期的なメンテナンスを実施するとともに、働き方改革に伴

う労働環境の質的向上と高齢化する施設職員の負担軽減などを図ることを目的に定休日を定める

ため、同施設について定めている周防大島町なぎさ水族館設置条例の一部を改正するものであり

ます。 

 それでは、改正内容につきまして、新旧対照表により御説明をさせていただきます。 

 主な改正内容は、第５条に水曜日を定休日とすること及び１２月２９日から１月３日までを年

末年始の休館日と定める内容となっております。 

 なお、この条例は、令和６年１２月１日から施行することとしております。 

 以上で、議案第８号から議案第１０号までの補足説明を終わります。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑は議案ごとに

行います。 

 議案第８号、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  休館日を新しく設定されて、その案内というんですか、インフォ

メーションはどういうふうな方法でやっていかれるのか、御説明をお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  当然ながらホームページ、それから広報等で周知を図りた

い、それから、御議決賜りましたら、現地において看板等で水曜日が定休日となるという周知を

図りたいと思っております。 

○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  陸奥野営場等は、島の一番先端、東端にありますので、よく聞く

のが、橋を渡ってそこまで行ってようやく休館日が分かった。この施設に限らないのだが、そこ

を何とか、現地の看板は当然だが、例えば、ほかの公共施設や、大島大橋の入り口とか、そうい

ったところに何か案内をつけるような、そういった方法・対応というのはできないのか。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  できる限りの周知は図りたいと思っておりますが、今、田

中議員より御提案のあったような周知の仕方、これはまた国道・県道等の絡みも出てまいります

ので、今言った御意見を参考にしながら、できる限りの部分で周知を図りたいと思います。 
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○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  国道・県道の関係はそうだが、少なくとも道の駅サザンセトとう

わにはそういった案内というのがないと、やはり道の駅サザンセトとうわが一番集客というか、

多いと思う。最低でも道の駅サザンセトとうわには、今日は陸奥野営場等は休みということをお

知らせする何らかの方法が必要ではないかなと思いますが、その辺についてはいかがでしょうか。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  御指摘のとおり、実は水曜日を休館日にしたのも、道の駅

サザンセトとうわが水曜日が休館日であるということです。当初考えたのは、沖家室にシーサイ

ドキャンプ場がありますが、そこも水曜日が定休日です。ですから、陸奥野営場等を抱えている

この施設も水曜日でいいのかということを検討したんですが、今、田中議員がおっしゃったとお

り、道の駅サザンセトとうわに行ってこの施設に立ち寄られる方、あるいは来て道の駅サザンセ

トとうわに立ち寄って帰られる方が多いということです。町のそういった施設、特に道の駅サザ

ンセトとうわには、今御指摘のあった表示はできる限りしていきたいと思っております。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第９号、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  １点、陸奥記念館だけじゃないんですが、施行日が令和６年

１２月１日となっている、この理由はどういったことなんでしょうか。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  現状として、水曜日を臨時休業としているわけで、御議決

いただいても、施行日まで恐らく水曜日は臨時休業せざるを得ないと思っています。じゃあ、施

行日は令和６年１２月１日でなくてもいいのではないかという御趣旨だとは思うんですが、今ま

では臨時休業ということでやっておりましたので、本格的に定休日となるという意味で、やはり

周知期間をある程度取って、今御指摘のあったようないろいろな方法においてきちんと周知すべ

きではないかということで、そのような形にしております。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第１０号、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  今回の休館日の理由に、労働環境のことがうたってありますが、

確かにそうだと思う。なぎさ水族館と陸奥記念館では、なかなかその運営の状況が、やはり実態
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が違うと思う。労働環境の改善を図るということで、この休館日を設けたことで、なぎさ水族館

の労働環境の改善になるのかどうか。休みを設けることは、別に私は適切でいいと思うが、陸奥

記念館とこのなぎさ水族館を同列に考えるというのはどうなのか。果たして週１回の休館日を設

けることで、想像ですけれど生き物を抱える施設ですから、実態としてはスタッフの方は、年中

無休だろうと思うが、それがどういう形で改善されるのか。休館日を設けたところで実態が変わ

らなければあまり意味はないし、労働環境改善の目的という理由づけ自体が意味をなさなくなる

ということでは、議案としてなかなか認めにくいのかなと思う。その辺の対策、なぎさ水族館の

職員の労働環境の改善に対する考え方はどういうものをお持ちなのか、御答弁をお願いいたしま

す。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  なぎさ水族館に関して、労働環境の改善と、もう１つは、

メンテナンスに１日必要というのが大きな柱になっています。メンテナンスが１日必要というの

は、１週間に１度は魚を休ませなきゃいけない、それから、水槽の清掃等があるということで、

定期的にやはり水曜日を定休日にしようということにしております。 

 飼育員の方が２人いらっしゃいます。２人ともが水曜日に休むということではなくて、１週間

の中でローテーションを組んでいただいております。ですから、水曜日を休館にすることで、さ

らにローテーションの組み方が少しは楽になるのかなと感じておりまして、そういったところで

様子を見ていきたいと思っております。 

○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  現状として、職員の休暇はどうなっているのか。交代を前提とし

て週休１日なのか、２日なのか、それとも不定期というのはないでしょうけれど、その辺の実態

はどうなんでしょうか。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  ２人でローテーションを組むことによって、今、現実的に

はそれぞれが週休日を２日取れているローテーションになっております。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 以上で、議案第８号周防大島町陸奥野営場設置条例の一部改正についてから議案第１０号周防

大島町なぎさ水族館設置条例の一部改正についてまでの質疑を終結します。 

 討論・採決は、今会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 
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日程第２９．議案第１１号 

○議長（小田 貞利君）  日程第２９、議案第１１号柳井地域広域水道企業団の共同処理する事務

の変更及び規約の変更についてを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  それでは、議案第１１号柳井地域広域水道企業団の共同処理する事務

の変更及び規約の変更について補足説明をいたします。 

 柳井地域広域水道企業団（以下「企業団」という）は、御承知のように、柳井市、周防大島町、

岩国市、上関町、田布施町及び平生町をもって組織し、水道用水供給事業を共同処理する特別地

方公共団体でありますが、現在、水道事業の抱える様々な課題に対応するため、関係団体の水道

事業を企業団に集約する経営の一体化（経営統合）の準備を進めているところでございます。 

 本議案は、柳井地域の水道事業の経営に関する事務を企業団において共同処理すること、及び

このことに伴い企業団の事務所の位置や企業団議員の定数などを規定する柳井地域広域水道企業

団規約を変更する必要があるため、地方自治法第２９０条の規定により、本議会にお諮りしよう

とするものでございます。 

 それでは、その概要につきまして、新旧対照表により御説明いたします。 

 第３条は、共同処理する事務です。これまでの水道用水供給事業に加え、新たに柳井地域の水

道事業を共同処理とするため、第１号で水道用水供給事業を、第２号で簡易水道事業を含む水道

事業を、第３号で前各号に掲げる事務に附帯する事務をそれぞれ規定することとしております。 

 附帯事務は、現在各事業体が実施している行政財産の貸付等の事務を想定しております。 

 第４条は、事務所の位置です。企業団の事務所の位置を柳井市役所内に変更するものです。 

 第５条の議員の定数については、現在の８人から１１人と、３人の増としております。経営統

合を踏まえ、各水道事業の事業規模も勘案し、柳井市から３人、周防大島町、田布施町及び平生

町から各２人、岩国市及び上関町から各１人の合計１１人を定数とすることとしております。 

 なお、定員の増加に伴う選挙の方法及び任期につきましては、補欠選挙の例によるとし、附則

において整理しております。 

 第９条の２として、参与の条文を追加することとしております。参与は、関係市町の副市長、

副町長を充てるという形で整理しております。 

 参与の主な業務といたしましては、水道料金の改定、水道用水供給単価の見直し、事業計画の

策定・更新など、事業経営の根幹に関わる事項を想定しております。 

 なお、参与の任期については、現職（副市長・副町長）の任期によるとしております。 

 第１２条は、経費の支弁です。水道用水供給事業にかかる経費の支弁については、これまでと

変更ありませんが、水道事業にかかる経費の支弁については、セグメント会計を導入し、岩国市
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を除く関係市町の水道事業の経営に関する事務の経費について、当該市町が１００％負担するこ

ととしております。 

 なお、附則には、施行期日を経営統合の期日と同じ令和７年４月１日とし、経過措置には、議

員の定数の増加に伴う選挙の方法及び任期を補欠選挙の例によるとし、承継に、水道事業の経営

に関する事務、水道事業が保有する資産、負債及び資本は、令和７年４月１日に企業団が承継す

るものとし、それぞれ整理しております。 

 以上が議案第１１号の補足説明でございます。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 議案第１１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 討論・採決は、今会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３０．議案第１２号 

○議長（小田 貞利君）  日程第３０、議案第１２号和解及び損害賠償の額を定めることについて

を上程し、これを議題とします。 

 執行部の説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  議案第１２号和解及び損害賠償の額を定めることについて補足説明を

いたします。 

 令和６年４月３０日に、町道江尻・弁天線において発生した災害による損害賠償の額を定め和

解することについて、地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定に基づき、議会へ

お諮りするものであります。 

 この災害は、大字久賀地内、町道江尻・弁天線において、自然岩盤を利用した構造の道台の一

部が経年等による風化が進んだことにより崩落し、当該落石が下方の家屋に衝突し、外壁等を損

傷させたものでございます。 

 なお、損害賠償の額は１８８万５,６８９円であり、全額を全国町村会総合賠償補償保険から

支払うことで和解しようとするものであります。 

 今後は、再発防止のため、より一層の道路の適切な維持管理に努めてまいります。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 議案第１２号、質疑はありませんか。田中議員。 
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○議員（８番 田中 豊文君）  自然岩盤を利用した道台の一部が崩落したということなんですが、

どの程度の岩が落ちたということなのか、その理由、原因も何かあると思うんですが、ちょっと

状況がよく分からないんですけれど、その辺を少し補足をしていただきたいのと、家屋というの

は、これはどういった家屋だったのか。岩国市の方が相手方なので、空家ということだったんで

しょうか。その辺もあわせて説明をお願いします。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  この道路は、昭和５６年に供用開始されている道路です。

その当時の設計書等も残っておりませんので、はっきりとは確認できないんですが、施工途中で

大きな岩が出た、あるいは設計で大きな岩が出た。それを利用して道台として道路を開通させた

ということだと思っております。その大きな巨石が風化で恐らく割れたんだろうと思っています。

その片一方が家のほうに転がっていったというのが、事故発生後の把握できる状況であります。 

 家屋ということについてですが、この場所は、元の久賀の斎場から東のほうへ入っていく道に

なります。今、斜面にたくさん別荘地が建っていると思います。ですから、空家ではないんです

が、別荘地がたくさん建っているところの上を通っている道路ということであります。 

○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  ちょっとイメージが湧かないんですけれど、何メートルぐらい、

いや、現状がどうだったのかというのが分からないんですけれど、自然石を除去せずに、自然石

の上に舗装道路があった。その一部が割れ落ちたということのようですが、そういったところは

ほかにもあるのではないか。それを再発防止に努めるということだったんですけれど、現実とし

てなかなかそこを把握するというのが難しいのではないかなと思うが、それは目視か何かでやは

り点検をされるということなんでしょうか。今回、人身事故にならなかったからよかったような

もんですが、非常に怖い話でもありますので、そこはやはり公共施設でそういう被害があったら、

再びあってはならないことなので、そこをこれからどういう体制でどういう点検をしていって防

ごうというのか、その辺の計画をちょっと御説明いただきたいと思います。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  巨石が抜け落ちた後、残っているものから想定すると、高

さ３.５メートル幅２.９メートルにわたって被災を受けておりますので、それぐらいの大きさの

岩であっただろうと想定しております。 

 それと、ここの部分は、練り積みブロックの道台と擁壁の道台が両方から来ていて、ここに岩

があるためにそれを利用して、そこだけ岩になっていたというところです。これは、役場として

不備なことではあるんですが、道路台帳上はその岩が示されておらなかったというのが今分かっ

たところです。昭和５６年当時に築造された道路ですので、そのときの台帳記載がどうであった
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のかなというのはちょっと疑問の残るところであります。 

 それと、これからの維持管理、今後の管理をどうしていくのかというところなんですが、過去

にも道路の陥没等で事故に遭われた方がいらっしゃいますが、なかなか通常の維持管理がマンパ

ワー的にも費用的にも妙手が見つかっていないというのが現状です。 

 今、どのような維持管理をしているかというと、職員が何かの所用で現地に行った場合には、

その周辺を見て回ってくる、目視ぐらいしかできないというのが現状ですし、町民の皆さんのお

力を借りているというのもあります。ＬＩＮＥでの申請、ここが壊れていますとか、自治会によ

っては年１回の総会において、いろんなところが壊れているとか直してほしいというのを取りま

とめて、毎年、必ず要望を出していただける自治会もあります。 

 本来は、管理者である町が早期発見をし、補修をするのが当然であり、義務だと思うんですが、

現実的に至っていない、そういった町民の力をお借りして傷んでいるところを直しているという

のが現状です。もちろん、それだけではありません。町の職員自らがこれは危ないということで

事前に修繕するところも当然あるんですが、画一的な管理体制というか、維持管理体制がまだ取

れていないというのが現状でございます。 

○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  今、瀬川産業建設環境部長が御答弁したように、住民の方の力を

借りるということは非常に重要な、いいことだと思いますので、その辺も含めて、仕組みとして

維持管理の体制ができるように、今後、御検討いただければと思います。答弁は結構です。あり

がとうございました。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これより、討論・採決に入ります。議案第１２号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第１２号和解及び損害賠償の額を定めることについ

て、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小田 貞利君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３１．議案第１３号 

日程第３２．議案第１４号 
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○議長（小田 貞利君）  日程第３１、議案第１３号動産の買入れについて（令和６年度 可搬消

防ポンプ）と、日程第３２、議案第１４号動産の買入れについて（令和６年度 周防大島町立図

書館システム機器）の２議案を一括上程し、これを議題といたします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  それでは、議案第１３号及び議案第１４号について補足説明をいたし

ます。 

 まず、議案第１３号動産の買入れについて（令和６年度 可搬消防ポンプ）であります。 

 本議案は、周防大島町消防団に配備しております可搬消防ポンプのうち、平成１６年度に配備

した橘支部団の第５分団、第１５分団を除く１３分団のＢ２級１３台と、東和支部団の和佐分団、

大積分団のＢ３級２台の合計１５台を更新し、消防防災体制の強化・充実を図ろうとするもので

ございます。 

 去る令和６年７月１７日、８社による指名競争入札の結果、山口県周南市久米１１２４番地の

株式会社ハツタ山口が３,４１４万円で落札いたしました。この落札価格に消費税及び地方消費

税３４１万４,０００円を加えた３,７５５万４,０００円で物品売買契約を締結しようとするも

のです。 

 なお、今年度の更新から環境面を考慮し、より燃焼効率のよい４ストロークエンジンの可搬消

防ポンプとしております。 

 なお、参考までに、納入期限は令和７年３月２８日としております。 

 つきましては、周防大島町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第

３条の規定に基づき、議会の議決をお願いするものでございます。 

 以上が議案第１３号の補足説明であります。 

 次に、議案第１４号動産の買入れについて（令和６年度 周防大島町立図書館システム機器）

の補足説明をいたします。 

 本件は、令和６年度当初予算において予算化いただいております周防大島町立図書館のシステ

ム機器を購入するもので、去る令和６年７月５日、一般競争入札に付しましたが、入札参加者が

１者であったことから入札を中止いたしました。 

 現在の図書館蔵書管理、貸出等を行うために導入している公共図書館総合システムのハードウ

エア保守可能期限が令和６年１２月３１日までとなっており、保守可能期限の関係上、再度入札

に付すいとまがないと判断をいたしまして、現在のシステム納入者であり、かつ、このたびの入

札に対して唯一の参加者であった広島市東区の株式会社広島情報シンフォニーと地方自治法施行

令第１６７条の２第１項第８号の規定に基づく随意契約とし、１,８００万円に消費税の額を加

えた１,９８０万円で物品売買契約を締結しようとするものでございます。 
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 なお、参考までに、納期は令和６年１２月２７日までとしております。 

 つきましては、周防大島町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第

３条の規定に基づき、議会の議決をお願いするものでございます。 

 以上で、議案第１３号及び議案第１４号の補足説明を終わります。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりました。これから質疑に入ります。質疑は議案ごとに行い

ます。 

 議案第１３号、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  １点だけお尋ねをいたしますが、この仕様を見ると、８０キロ以

上あるポンプ、これまでと同様なものだと思うんですが、団員の高齢化とかもありますし、町に

は女性消防団員を確保するという目標もあるようなので、そういったことを考えれば、全部とは

言いませんけれど、軽量化というのも考えて機能分担ということも検討しなきゃいけないんじゃ

ないかなと思うんですけれど。これまでのように状況が変わっても同じポンプを、重たいポンプ

をそれぞれ配備するというのは、そもそも分団の再編成も検討しなきゃいけない時期だと思いま

すが、その辺のことは考慮されていないということなんでしょうか。 

○議長（小田 貞利君）  梅木総務課長。 

○総務課長（梅木 義弘君）  ただいまの田中議員からの御質問で、まずポンプの重さ、高齢化に

伴って、同じ重さのものなのかというところですが、能力的には同じものではありますが、これ

までよりは若干、全くの同じ重さではないというところは御理解いただけたらと思っております。

当然、消防団の再編成というのも長年の課題として、これまでもいろいろな場面で議論いただい

ているところでございます。実際に統合に向けて動いているところもありますけれども、とは言

いつつも、現状活動されている消防団に対して、動かなくなる可能性のあるポンプを配備すると

いうわけにはいきませんので、当面は、今あるポンプについては更新をしていく、２０年で更新

をしていくという決まりをつくっておりますので、それに基づいて今回は橘地区で１３台、東和

地区で２台、２０年経過したものを更新するということで当初予算に計上し、入札にかけたとい

うところでございますので、そこは御理解いただけたらと思っております。 

 また、消防団の再編についても、やらないというわけではございませんし、やるにあたっては、

整備したポンプを有効に活用できるよう、そこも含めた再編の検討を進めていきたいと思ってお

ります。 

 以上です。 

○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  全く同重量ではないということなんですが、これまでのポンプよ
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りは多少軽くなっているということなんでしょうか。どれぐらい軽量化されているのか、それを

教えてください。 

 それと、２０年で更新ということですが、今ある旧橘町内の１５分団、全て２０年経過したと

いうことでよろしいんでしょうか。 

○議長（小田 貞利君）  梅木総務課長。 

○総務課長（梅木 義弘君）  ただいまの２点目の質問についてお答えいたします。 

 今あるものの重さというのがはっきりと分かっておりませんので、そこについては全く同じで

ないというところで御理解いただけたらと思います。 

 それから、橘分団１５分団のうち、２分団はまだ２０年たっておりません。今回更新は１５分

団のうちの１３分団分でございます。 

 以上です。 

○議長（小田 貞利君）  そのほか質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第１４号、質疑はありませんか。白鳥議員。 

○議員（３番 白鳥 法子君）  今回の動産の買入れにつきましては、図書館のシステムにかかる

機器を入れ替えると理解しておりますけれども、前回、システムを入れてからかなり年数はたっ

ていると思うのですが、システム自体のアップデートといいますか、変更点というものは特にな

いのかどうか教えていただきたい。もしないのであれば、現在のシステムが最適であると町は考

えているということでよろしいのかをお伺いします。 

○議長（小田 貞利君）  木谷教育次長。 

○教育次長（木谷  学君）  今回、システム入れ替えに伴ってバージョンアップというところで、

今、通常、利用者はカードを持っているんですけれども、そのカードがデジタル化することによ

って、スマートフォンなどを利用して借りることができるようになるということ、また、自分が

借りた本の履歴についてもパソコンやスマートフォンで確認するようになるという形で、既存の

状況よりもバージョンアップされるという形になっております。 

 以上です。 

○議長（小田 貞利君）  白鳥議員。 

○議員（３番 白鳥 法子君）  ありがとうございました。あと、今回、はじめは入札にかけたけ

れども、１者しか手があがらず、随意契約に変わったということですが、今回、手がほかにあが

らなかった要因というのをどのように分析されているのか。何か例えば価格がほかではなかなか

難しいというように考えておられるのか。それとも、仕様の中身的になかなかほかの新たな業者
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がやりにくいということがあったと分析されているのか。また、その他何かあれば教えてくださ

い。 

○議長（小田 貞利君）  山根社会教育課長。 

○社会教育課長（山根 一夫君）  このたび、一般競争入札にかけさせていただいたのですが、正

直、１者しか応募がなかったというのはこちらも想定外でございました。仕様書につきましても、

ほかの業者が入れるように、価格競争に応じれるように十分精査したつもりではございましたが、

まだ状況がつかめていないのが現状です。 

 今後、どういったことでほかの業者が参入できなかったのかを、ほかの市町の状況も確認して

いきたいと思っております。 

○議長（小田 貞利君）  白鳥議員。 

○議員（３番 白鳥 法子君）  なかなか原因が分からないということで、次のほかのシステムに

向けても、やはり複数の手があがるように工夫が必要なのかなと思います。素人ながらに仕様書

を拝見したところ、ちょっと１点気になるところがございまして、システム運用・保守について

の参考事項というところで、ハードウエアシステムサポートの保守内容について、障害発生時に

１２０分で保守職員が現地に到着できる体制であることと書いてございました。そういう条件が

参考事項ということで、どこまで厳密にこれが仕様にないと無理ということなのかは分からない

が、実際、周防大島町の図書館まで１２０分で到達するということで、かなり事業者のエリアを

限定することにもなってしまったのかなと、素人として考えてしまったところなんですけれども、

本町のいろんなシステムについて、そういう１２０分以内で現地にサポートスタッフが来れるよ

うにというのは一般的な仕様なのか、この図書館システムについてのみ特徴的なものなのか、教

えていただけたらと思います。 

○議長（小田 貞利君）  山根社会教育課長。 

○社会教育課長（山根 一夫君）  住民へのサービスといったところもございますので、救急の対

応を考えておりまして、そういったことにさせていただいたのですが、現状のシステムの保守も

同様の取扱いとしており、それに準じた形をしております。ただ、１２０分であれば、広島市内

等からも十分来れるのではないかと考えておりました。 

 以上でございます。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  令和６年１２月末日が現行システムの保守期間の終期ということ

が１つの随意契約の理由になっているようですが、現行システムの保守期間というのはいつから

いつまでだったんでしょうか。 

○議長（小田 貞利君）  山根社会教育課長。 
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○社会教育課長（山根 一夫君）  もともとの保守が５年間ということでございましたので、当初

は令和４年の１２月３１日までとなっておりました。ただ、メーカー側の部品確保が確認取れま

したので、継続して保守を延長していたところでございます。ただ、メーカー側の部品がどうし

ても令和７年までしか確保できないということがございまして、最長の延長が今年度中というこ

とになり、ここまでしか引き延ばせないということになりました。（「頭は。頭の期間」と呼ぶ

者あり）はい。（「保守契約の最初」と呼ぶ者あり）失礼しました。当初は平成３０年の１月に

なります。 

○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  再入札に付すいとまがないから地方自治法施行令第１６７条の

２第１項第８号の規定による随意契約だということなんですが、令和６年７月５日に入札公告し

て、現時点で２か月、この間に再入札というのはできないものなんでしょうか。 

○議長（小田 貞利君）  木谷教育次長。 

○教育次長（木谷  学君）  一般競争入札の公告については、令和６年７月５日に公告したわけ

ですが、その結果、中止の公告は令和６年８月１日にしておりますので、それから再入札という

のはなかなかこういった議会の議決を得ることもありましたので、時間のいとまがないというと

ころで随意契約の手続を取らさせていただいたというところでございます。 

 以上です。 

○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  物理的にできないという御説明ですが、そもそも令和４年１２月

末で切れるものだったということを２年延長してもらっているということは、当然、その間に次

の調達をすべきではなかったのではないでしょうか。令和６年７月５日の入札公告を、もっと早

く入札公告すれば、再入札の時間も取れたんじゃないかなと思いますし、先ほど、議会の議決と

いうこともありましたけれど、これは地方自治法施行令第１６７条の２第１項第８号の規定によ

る随意契約だから議会の議決ということじゃないんですか。その辺もあわせて、令和６年７月

５日に入札公告して、令和６年８月１日に中止公告をして、それから１か月で、要するに１か月

の間には再入札ができないという理由と、そもそも令和４年１２月末に保守契約が切れるはずだ

ったと、それを２年延長したということは、その間に少なくともできるだけ早く入札公告、今回

のこの業務の次の契約の入札をすべきではなかったのではないでしょうか。延長してもらってい

るから前倒しはできないでしょうけれど、少なくとも令和６年７月５日まで待たなきゃいけなか

ったという理由はないと思うが、その辺の御説明をちょっとお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  暫時休憩します。 

午後３時32分休憩 
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……………………………………………………………………………… 

午後３時45分再開 

○議長（小田 貞利君）  休憩前に引き続き会議を再開します。木谷教育次長。 

○教育次長（木谷  学君）  入札公告に時間を要した理由でございますが、広く入札参加ができ

るような仕様書を作成することに時間がかかったためでございます。 

 以上です。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 以上で、議案第１３号動産の買入れについて（令和６年度 可搬消防ポンプ）と議案第１４号

動産の買入れについて（令和６年度 周防大島町立図書館システム機器）の質疑を終結いたしま

す。 

 討論・採決は、今会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３３．議案第１５号 

○議長（小田 貞利君）  日程第３３、議案第１５号令和６年度 道の駅サザンセトとうわトイレ

棟等新設及び改修工事（建築工事）の請負契約の締結についてを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  それでは、議案第１５号令和６年度 道の駅サザンセトとうわトイレ

棟等新設及び改修工事（建築工事）の請負契約の締結について補足説明をいたします。 

 本件は、道の駅サザンセトとうわトイレ棟等新設及び改修工事（建築工事）の請負契約の締結

について、地方自治法第９６条第１項第５号及び周防大島町議会の議決に付すべき契約及び財産

の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 本件につきましては、令和６年７月１２日に４社による指名競争入札を行い、周防大島町大字

久賀５０５８番地１１、藤川建設株式会社が６,９４０万円で落札いたしました。その落札価格

に消費税及び地方消費税６９４万円の額を加えた７,６３４万円で工事請負契約を締結しようと

するものでございます。 

 工事概要につきましては、参考資料にお示ししているとおり、大字西方１９５８番地７７に木

造平屋建てのトイレ・研修棟を建築するものでございます。建物の床面積は１６３平方メートル

となっております。また、サイクル置場２棟、倉庫１棟を新築し、屋外附帯工事として植栽等の

整備を行い、既存の道の駅情報コーナーに授乳室も新設いたします。 

 なお、参考までに、工事の完成期日は令和７年３月２８日を予定しております。 
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 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 議案第１５号、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  毎回のことですが、８,０００万円の工事で指名業者が４者とい

うことで、この数について、町の執行部はどういうお考えを持っておられるのか。それと、今回

のトイレの建設に伴って、収蔵庫の横に既設の公衆トイレがあると思いますが、これの扱いはど

うなるのか。その辺もあわせて御答弁をお願いします。 

○議長（小田 貞利君）  中元総務部長。 

○総務部長（中元 辰也君）  田中議員からの御質問で、４者を指名したということについての町

の考えという御質問だったと思います。建築一式工事１,０００万円以上においては、町内の町

内業者で完成工事高を有しており、建築一式工事業の許可区分が特定であるものを選定しており

ます。その結果、町内でその特定を持っている業者については４者、完成工事高を有し、なおか

つ特定を持っているのが４者ということで選定をさせていただいております。それは、町の指名

審査会に諮ったうえで、この４者を選定しているところでございます。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  今、田中議員よりお示しいただいたトイレ、これはかなり

老朽化しておりまして、一応、解体撤去する予定ではおります。ただ、所管が商工観光課ではな

くて農林水産課になります。正直なところ、指定管理者から、あずまやも横にあるし、築山や公

園があるので、残したいという意見も今のところ出ております。これはしっかりと話を詰めて、

最終的にどうするかというのを決めていきたいと思っております。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。山中議員。 

○議員（１番 山中 正樹君）  １か月ほど前、岡山県と広島県から２０代の若い男女が大島に観

光に来られていて、話をすることがあったんですが、トイレの洋式・和式の数と、どのような形

で何基ぐらい種類があるのか、それを教えてください。その女性が、トイレを探すのに非常に苦

労したと、私は洋式トイレでしかできないということだったので、お願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  このたび新設しますトイレ棟は、男子の便器、小便器が

４基、温水洗浄便座が３基、それから、女子便器数は、温水洗浄便座７基を設置する予定です。

そのほかに、多目的トイレ、身障者用のトイレを１基設置する予定でおります。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 
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 以上で、議案第１５号令和６年度 道の駅サザンセトとうわトイレ棟等新設及び改修工事（建

築工事）の請負契約の締結についての質疑を終結いたします。 

 討論・採決は、今会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３４．議案第１６号 

○議長（小田 貞利君）  日程第３４、議案第１６号令和６年度 長浦スポーツ海浜スクエア多目

的グラウンド人工芝改修工事の請負契約の締結についてを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  議案第１６号令和６年度 長浦スポーツ海浜スクエア多目的グラウン

ド人工芝改修工事の請負契約の締結について補足説明をいたします。 

 本件は、長浦スポーツ海浜スクエア多目的グラウンド人工芝改修工事の請負契約の締結につい

て、地方自治法第９６条第１項第５号及び周防大島町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

又は処分に関する条例第２条の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 本件につきましては、令和６年７月１２日に６者による一般競争入札を行い、福岡市博多区板

付６丁目３番２４号、奥アンツーカ株式会社西日本支店が１億８,０００万円で落札いたしまし

た。その落札価格に消費税及び地方消費税１,８００万円の額を加えた１億９,８００万円で工事

請負契約を締結しようとするものでございます。 

 工事概要につきましては、参考資料にお示ししているとおり、大字椋野１５０番地の長浦ス

ポーツ海浜スクエア多目的グラウンドの人工芝を全面張り替える改修工事となります。施工面積

は１万５８９平方メートルとなっております。 

 なお、参考までに、工事の完成期日は令和７年２月２８日を予定しております。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小田 貞利君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 議案第１６号、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  この工事は２億５,０００万円の工事で、指名業者が６者という

ことなんですが、これについて、先ほどと同様、なぜ６者なのか、そこを御説明ください。 

○議長（小田 貞利君）  佐原財務課副課長。 

○財務課副課長（佐原 正幸君）  ただいまの田中議員の御質問にお答えいたします。 

 この工事は、選定にあたりまして、舗装工事業として選定しております。基準となります考え

方ですが、選定した理由につきましては、まず、舗装工事の経営事項審査の評定値が１,０００点

以上のものということにしております。それと、先ほどと同様、建設業の許可区分は特定許可で

あることということにしております。 
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 それで、この工事は、非常に専門性が高い工事でありますので、コリンズという建設工事に関

する工事実績情報システムがございますが、こちらで人工芝、運動公園等の施工実績を有してお

る業者を調べましたところ、１４８者あることを確認しております。 

 それともう１点が、周防大島町の現在の入札参加資格者、これは町内外を合わせてなんですけ

れども、この舗装工事で経営事項審査の評定値が１,０００点以上であるものというのは３４者、

参加資格がございます。周防大島町の参加資格を有しておる者であり、かつ人工芝の運動公園等

の張り替えの実績を持つものということを軸に選定をした結果、このたびの６者のみであったと

いうことでございます。 

 以上です。 

○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  経営事項審査の評定値が１,０００点以上ということ、御答弁が

ありましたけれども、これはどこで決まっているんですか。 

○議長（小田 貞利君）  佐原財務課副課長。 

○財務課副課長（佐原 正幸君）  ただいまの御質問ですが、現在の周防大島町の要綱等には、舗

装工事に関して格付に対する点数づけという規定がございませんで、要綱中には、規定がないも

のについては町の指名審査会で諮るということになっております。 

 １,０００点とした目安につきましては、このたび、人工芝の改修なんですけれども、前回人

工芝を張りつける際の基準となるのが１,０００点であって、これを目安に業者選定をしており

ましたので、それを踏襲させていただいた次第です。 

○議長（小田 貞利君）  岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  私の補足説明の中で、本件につきましては、令和６年７月１２日に

６者による一般競争入札を行いと申しましたが、指名競争入札でございました。訂正しておわび

を申し上げます。 

○議長（小田 貞利君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  基準がないから指名審査会で１,０００点以上と定めたというこ

とですが、要するに、指名審査会次第ということになってしまうんですが、では、町の指名基準、

５,０００万円以上は８者以上となっていますが、これはもう今までのほかの工事も含めてほと

んど守られていない。要するに、この基準は、形骸化している。この基準が、要綱の指名基準で

あるのであれば、指名審査会でもこの基準を反映させるべきだと私は思います。でも、それを反

映させないということは、もはやこの指名基準、町の要綱というのは、町として定めながら、そ

れを守る必要はないと考えておられるのかどうか、その辺を御答弁ください。 

○議長（小田 貞利君）  中元総務部長。 
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○総務部長（中元 辰也君）  田中議員からの御質問にお答えいたします。 

 極端な話、田中議員が言われるように、守らなくていいのかというような御質問だったと思い

ます。決して私はそういうふうには思っておりません。当然、指名審査会の中でもそういったこ

とを思っている委員はいないと思っております。しかしながら、この要綱にあるように、有資格

者の中からなるべくそれぞれ決められた業者数以上をなるべく選定しなさいよという記載の仕方

であろうと理解しております。今後も、指名審査会において、基準と申しますか、なるべく守れ

という記載があるので、そこはやっぱり審査会においても、いま一度、そういったところも考え

ながら業者選定については考えていきたいと思っております。 

○議長（小田 貞利君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小田 貞利君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第１６号令和６年度 長浦スポーツ海浜スクエア多

目的グラウンド人工芝改修工事の請負契約の締結について、原案のとおり決することに賛成の議

員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小田 貞利君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（小田 貞利君）  以上で、本日の日程は全部議了しました。 

 本日は、これにて散会をいたします。 

 次の会議は、９月１８日水曜日、午前９時３０分から開きます。 

○事務局長（池永祐美子君）  御起立願います。一同、礼。 

午後４時05分散会 

────────────────────────────── 


